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幼なじみのイケメン弁護士が強引に同居を迫ってきます！
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一、転がるように。











　私は星の輝きを掻き消すビルのネオンを窓から見下ろした。

　駅前はデートスポットよろしく綺麗なイルミネーションで光り輝いている。冷たい風が吹く夜だというのに、帰宅ラッシュ真っ只中の駅前はこちらまで暑くなりそうなカップルで混雑している。そんなデートスポットよりも、今は目の前のごちそうだ。

　私が視線を店内に戻すと同時に、香ばしいスモークチキンとベーコン、そして海鮮ピザが運ばれてきた。

　グラスの中の氷が溶け、小気味良くカランと鳴った時だった。

「お待たせ、詩織しおり。迷わず店に入れたんだな」

　そう言って手に持っていたコートを私の斜め前の椅子にかけた彼は、スーツのジャケットを脱ぎ、ネクタイを緩めながら私の正面に腰を下ろした。笑顔を見せるさわやかなイケメンに、他の席から熱い視線が注がれている。

　東谷あずまや勇士ゆうしは、私、桐谷きりたに詩織の幼馴染み。幼稚園から高校まで不器用で引っ込み思案な私の性格を心配し、何かと世話を焼いてくれた完璧な幼馴染みだ。

　眉目秀麗。冷静沈着、温厚篤実。彼を誉める言葉は次々上がってくるほど、誰からも好かれ常にクラスの中心でさわやかに笑っているような男だ。

　しかも二十七歳にして、独立して個人事務所を開く予定の人気弁護士。今日から無職の私と違って、華やかな人生で羨ましい。

「なに、俺の顔じっと見て。惚れた？」

「勇士に惚れない女性なんていないかもしれないけど、今の私はそれどころではなくてね」

「そうだな。ストーカー、どうなった？」

「うっ。胸がキリキリする」

　胸を押さえながら、氷が溶けた飲み物をながめる。

「ん？　退職は無事にできたんだろ」

「そうなんだけど、その……実は引っ越さなきゃいけなくなっちゃって」

　美味しそうなスモークチキンを見ながら、ため息が出た。

　でもこんな情けない話を親にすれば、実家に帰ってこいって絶対に言われてしまうし、女友達には恐怖しか与えなさそうで頼れない。

　相談する相手は、勇士しか思い浮かばなかった。

「引っ越す？」

「うん。例のストーカー……植野うえのくんが、とうとう家の付近に現れちゃって」

　私は本日、大学卒業後に入社してから五年間、経理として働いた建設会社を退職した。原因は、指導係として接していた新入社員から受けたストーカー行為だった。

　四月に入社した彼の指導係に任命された時、私は五年目にしてようやく会社から認めてもらえた気がして、すごく嬉しかった。

　彼は線が細く、おとなしい印象の男の子だった。生意気なところもなく、教えたことは何でも素直に吸収してくれた。

　普通の真面目な新入社員。右も左もわからず、教育係である私を頼ってくる彼が可愛くて嬉しくて、私は懸命に彼に仕事を教えた。

　しかし今にして思えば、彼は初めからどこか少し、おかしかったのかもしれない。

　一日に数十から多い時には三桁くるメール。メールに返信が来ないと秒刻みでくる電話。

　私の手作り弁当を強要してきたり、「ん？」と首を傾げたくなるような、まるで恋人であるかのような発言や行動に、徐々に彼に対して警戒心が生まれ始めた頃。

「異常すぎるだろ、そいつ」という勇士の言葉で目が覚めた。

　会社を辞めることで彼との接点を絶ち、これでもう二度と会うことはない、と安心していた分、家の前に、「今日はこのゴミは捨てられない」「これはリサイクルできますよ」と彼の字で書かれたメモ付きのゴミ袋が置かれているのを見た時の心境は、言葉では言い表せない。

「家に帰りたくない。怖い」

「警察に連絡はした？」

「急いで勇士に電話しただけで、なにもしてないです」

「頼ってくれるのは嬉しいんだけど、頼るならもっと全力で頼ってほしい。中途半端に相談だけされたら、俺だって心配で眠れねえよ」

　勇士の言葉はストーカー被害が始まったばかりの頃、「しばらく一緒に行動してやろうか」という彼の申し出を断ったことを暗に指していて、私はぐっ、と言葉に詰まった。

　だって、当時の勇士は個人事務所のテナントを探して不動産会社を何件も回ったり、引き継ぎのためクライアントへの挨拶回りをしたりと、明らかに多忙を極めていた。私の個人的な事情で彼の時間を奪うことは避けたかったのだ。

　食欲をなくした私の代わりに、炭酸系のチューハイと共にチキンとベーコンを平らげると、勇士は何か考え込んだ。

　こうやって私が泣きつくと勇士は自分が忙しくても面倒を見てくれようとする。

　小学生の時、かけっこが遅いせいで運動会が憂鬱だった私のために、応援団の練習でクタクタなはずなのに、家の前で走る特訓をしてくれた。彼の優しさに、嬉しいような申し訳ないような気持ちが沸き上がったのを覚えている。

「――聞いてるか、詩織」

「え、あ、ごめんさない、全く」

　烏龍茶をストローでかき混ぜながら、視線をさ迷わせるとため息が聞こえてきた。

「そんな隙しかないような状態のお前を一人にはさせられないからな。警察には俺が連絡するし、引っ越し業者探して明日にでも引っ越しさせる」

「明日？　そんな急には私……」

「俺の住んでるマンションの隣が空いてる。就職先が決まるまでそこでいいだろ。あのな、詩織は誰にでも優し過ぎるんだよ。それが時には仇になんの。何か起こってからでは遅いし、この際もう、全部俺に甘えてくれないか」

　げんなりした様子に申し訳なさが募り、下を向く。




　私は勇士が言うように優柔不断で誰にでもいい顔をしてしまう八方美人なのだと思う。何故か優等生に見られ、教師にクラス委員に指名されたり仕事を押し付けられたりしても断れず、嫌な顔もできず、私だけが我慢すれば丸く収まるのかなって思いこむタイプ。

　そのせいで、植野くんの行為をエスカレートさせてしまったのだと思うと申し訳ない。

　上司に相談したときも「若い子に好意を持たれていいじゃないか」と深刻に受け取ってもらえなくて、恋バナと勘違いされてしまい恥ずかしくなってそれ以上何も言えなかった。

　その時も勇士に、メールと着信履歴を印刷して提出して相談しろって呆れられたんだっけ。



　勇士と二人でタクシーに乗り、家の前まで行くと警察官がすでに待っていてくれた。勇士と警察官が現場の写真を撮り検証をしている間、私はずっとタクシーの中にいた。

　検証が終わると必要最小限の荷物をまとめ、そのままタクシーで勇士の住むマンションを目指す。

「ありがとうね、勇士」

「俺が気にして勝手にやってんの」

「でも、もし彼女とかできたら、私みたいなお荷物が居たら大変だし、早く就職先見つけて頑張るね」

　外を見ていた勇士が、少し拗ねた顔をして私の方へ振り返った。

「彼女なんか俺が作ると思うか」

「え、なんで。勇士なら女の子は順番待ちしてでも彼女になりたいでしょ」

「あのなあ」

　眉をひそめる勇士と、タクシーの運転手さんが噴き出す声に、変なことを言ってしまったのかと慌てる。いくら幼馴染みとはいえ、プライベートなことを聞いてしまったかな。

　そういえば、会ってもいつも私のことばかり聞いてくるから勇士のことをじっくり聞いたことがなかった。

「ごめん。言いたくないこともあるよね」

「違うって。個人事務所開業できるまで忙しいし彼女なんてできるわけないだろってこと。半人前な状態で忙しくて、中途半端になりそうで俺が嫌なんだよ」

「忙しいのに、私が余計な仕事増やしちゃったし」

　でも勇士らしい。勇士の誠実さがにじみ出てる。彼女になる人は本当に羨ましいなって思うよ。勇士以上に大切にしてくれる男性なんてこの世に存在しないんじゃないかなって思ってしまうもの。

「お前はいいの。俺の特別なんだから」

　特別、と言いつつも私の頬を引っ張る手には、少し力が入っていたように感じた。
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「やば。朝、食べたままのテーブルじゃん。見るなよ」

　珍しく焦ってテーブルの上のものを片づけだす勇士の声を聞きながら、私は玄関に立ったまま、本当にここに入っていいのか躊躇っていた。

　駅に近いタワーマンションで、一階にはコンシェルジュが二十四時間滞在している。まるで別世界だ。エレベーターもカードキーで操作する仕組みになっていて、自分の部屋がある階以外には行けない。

　十八階の勇士の部屋は、モデルルームのように広く、リビングの窓から一望できる夜景は駅前のイルミネーションが映し出されていて、絵画のようだった。

「どうした？　入らねえの？」

　不思議そうに玄関の私を見るので、緊張しながら中へ入る。

「なんか緊張しちゃって」

「なんで。こんな大変な時に襲ったりしない紳士だぞ」

「高級そうで、髪の毛一つ落とせないじゃん」

「はいはい。そっちね」

　いっつも俺たちの会話ってズレるんだよなあ、と小さくぼやきながら、勇士は冷蔵庫を開けた。何気なくその中に目をやり、私は驚いた。

　お酒とお摘まみしか入ってない。

「ねえ、勇士って普段食事はどうしてるの？」

「最近は忙しくて、朝はコンビニのサラダ、夜はどっかで食べて帰る。で、昼はこれ」

　冷蔵庫の隣にある食器棚を開けると、中には食器ではなくおびただしい数の栄養ドリンクと栄養補助食品。

「身体壊すよ。ダメじゃん」

「料理だけはどうしても下手なんだよ。台所がぐちゃぐちゃになんのも嫌だし」

　知らなかった。完璧な勇士が料理が駄目だったなんて。

　でも勇士なら料理しなくても、彼女さえ作っちゃえばすぐに美味しいごはん食べられるよね。

「で、コンシェルジュに隣の部屋の契約書貰ってきたから、目を通して。珈琲いれてやるよ」

「ありがとう」

　渡された封筒から書類を取り出して、飛び込んできた家賃に固まった。

　管理費込みで、この値段。確かに駅に近いし、高級マンションだし、セキュリティばっちりだけど。

「俺の紹介って言ったら、敷金礼金いらないって言ってたよ」

「まず家賃が払えないよ！　私の貯金が一瞬で飛んでいく。こんな高級なマンションに住めるほどのお給料じゃないよ」

　紙袋に書類を戻しながら頭を押さえた。

　勇士とは幼馴染みでも住む世界が違いすぎた。

「……そうなのか。でもこのマンションぐらいセキュリティ対策した方がいいぞ。ストーカーは何をするか分からないし」

「そうだけど、……やっぱり迷惑かけちゃうし実家に事情を説明して、しばらく帰った方がいいかもしれない」

　都心から離れちゃうし田舎だから就職活動が難儀になるけど、戻れば植野くんも追ってこないと思う。彼から見えない場所まで離れるしかない。

　両親にストーカー事件がバレたら、お見合いでもさせらえて二度と一人暮らしさせてもらえないかもしれないリスクはある。

　でも、今は植野くんの存在におびえながらセキュリティに不安のある場所に住めるほど、精神が安定していない。再び家の前にゴミが分別されて置かれていたら怖い。

「なるほど。……そうなると」

　珈琲を入れていた勇士が私を手招きして、廊下に誘導する。そしていくつかある部屋の中で一番端のドアを開けた。

　中は部屋の隅に段ボールが数個積み重なっているだけの、寂しい部屋だ。

「ここの部屋、使ってないから詩織が使っていいよ」

「ええ。この部屋を？」

　驚いて飛び上がると、勇士が隅に置いてあった段ボールを寝室へ運んだ。

「元々空いてたんだ。詩織だったらいいよ。ストーカー事件が落ち着くまで。なんならずっと使ってもいいよ」

　私の一人暮らししていたワンルームがすっぽり入ってしまいそうな広さ。

「そんな、悪いよ。私ならなんとか……」

「俺が嫌だってさっき言ったよな？　頼るなら全力で頼ってもらわなきゃ俺が安心できないって」

「言ったけど、でも、だったら、家賃払うし」

「いらねえよ。って言いたいところだけど、それじゃ詩織が気にするだろうから、ご飯作ってもらうとか」

「そんなことでいいの？　朝ごはんもお弁当も、迷惑でなければ夜ご飯だって作る。そんな手の混んだ豪華なメニューとか見栄えのいいものは作れないけど、それでいいなら何でも作るよ」

「決まり。朝は弱いからサラダぐらいでいいし。弁当は助かる」

　とんとん拍子できまったけど、幼馴染みって特権だけで高級マンションに転がり込んでいいの？

　不安になっておずおずと勇士を見上げたら、「ん？」と優しく微笑まれてしまった。

　私を最上級に甘やかし、ダメ人間にしてしまいそうなほど優しい人。

　ずるずると甘えずに、さっさと就職して退職金で引っ越そう。そうしないと、勇士の邪魔にしかならない。




「そういえば、仕事辞めて、次はどうすんの」

　ネクタイを外し寝室へと消えた勇士が、ドアの向こうから問う。

　挽きたての珈琲の香ばしさに目を閉じうっとりしていた私は、勇士の声で現実に引き戻された。ハローワークで検索し、印刷してきた求人票をカバンから取り出し、テーブルの上に並べる。派遣会社に登録することも検討している。

「何社か目星つけてて、明日、相談しに行こうかと思ってるの」

「えーっと、それに関して、俺からお願いがあるんだ。無理強いはしないけど」

　求人票を眺めた後、勇士は少し言いにくそうに言葉を濁しながら切り出した。

　聞くと、勇士が働いていた投資顧問会社が今、人手が足りないということだった。

　勇士の元勤め先である投資顧問会社ｂｌａｎｚａといえば、都内最大のオフィスビルの三十五から三十六階にある大企業だ。

「会社の人手っていうか、人手を求めてるのは俺なんだけどな。業務内容は主に雑務だよ。俺は退職してるけど、起業準備と引き継ぎ業務が残っていてまだ古巣に通ってるんだ。詩織が入ってくれたらすごく助かる。臨時の職だから詩織が断るなら他に当たることはしないで諦める。ただ、俺の仕事が減らず苦しいってだけだ」

　こんな条件、飛びつくに決まってる。その上いつもお世話になっている勇士のお願いならば、断れるわけがない。

　

「もちろん、社長と面接があるから合格できればだけど」

「そっか。そうだよね、駄目な場合もあるよね。でも、面接受けてみたい」

　一生懸命取り組んで、大企業にふさわしくないと言われたら、おとなしく身の丈にあった就職先を探そう。

「まあ、詩織なら俺は心配してないよ」

「第一印象はいつも真面目っぽくていいみたい。この眼鏡のせいかな」

　自分の力量に合わないクラス委員を押し付けられたりする、地味でおとなしそうなこの見た目のせい。華やかな勇士の隣では霞んで見えなくなってしまいそう。

「そんな詩織でも、驚くことがある」

「え、なに？」

「酒豪」

　テーブルに置かれたワイングラスとそこに注がれる赤いワイン。

「俺の家だし、退職祝いに、な」

　こんな時に飲めないよ、って断った。断ったのに、注がれるワインがグラスの中で踊るのを見て喉が鳴った。

　勇士のそばにいると安心する。安心するからつい気がゆるんじゃうのかな。

　一杯だけ、と約束したグラスにはその後、空になる前に次々とお代わりが注がれたのだった。
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　私は昔から要領がいい方ではなかった。勇士よりずっと前からテスト勉強していても、結局２、３日徹夜した勇士が学年一位。私は範囲を間違えたり、凡ミスして中の上ぐらいの成績。

　なのに真面目そうな外見というだけで、クラス委員を指名されたり、クラスメイトから勉強を教えてって頼られたり。自分のことで精いっぱいのくせに、断れない私はキャパオーバーで自分のことを後回しにしちゃうのだった。

　あれは中三の夏休みの前だったかな。当時から人気者だった勇士の高校受験の話題が出た時だ。

「勇士くんて成績良いのに、高校は私たちと同じ公立だって」

　私の住んでいる地域は田舎で、普通科の公立は一件のみ。そんなに偏差値も高いわけではない。なので、成績が優秀な生徒は隣町の進学校や私立に行く。勇士の父親は不動産会社を経営していて、周辺にいくつも土地を所有していた。そんな裕福な家庭の一人っ子なのだから、てっきり私立へ進学すると思っていた。

「ねえ、詩織、なんでか聞いてきてよ」

「私が？　なんで」

「噂では隣のクラスの美少女と付き合ってるんじゃないかって。それでその子と同じ公立受けるとか」

「隣の美少女……」

　もしやクラス委員の、淑やかで大人しいあの人かな。顔なんて私の半分ほどに小さくて、唇が真っ赤でまるで日本人形みたいに女の子らしい子だ。

　彼女と同じクラス委員長である私は、委員会の度にひっそりと彼女に見惚れていた。

　きっとそうだ。勇士の隣にはああいう美少女が似合う。

　だから勇士は時間を見つけては、積極的にクラス委員の仕事を手伝ってくれていたんだ。私は納得すると同時に、少しの寂しさも感じていた。

　勇士の優しさは、私のためじゃなかったのだ。

「んん……？」

　胸が一瞬だけ痛んだ。あんな人気者を、ただの幼馴染みってだけの私が独占できるわけじゃないのに。
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「詩織」

　クラス委員の集会の終わり、部活終わりの勇士が私を待ってくれていた。

　ゴールデンウィーク前だったかな。空はオレンジ色に染まっていてまだ送ってもらうような暗さじゃなかった。

「詩織の家から野菜を貰って帰って来いって」

「ああ、おばあちゃんのね。重たいのに、持って帰るの？」

「貰う側が取りに行くのが当たり前だって」

　私の父と勇士の父は子供の頃からの親友で、私達が生まれるはるか以前から、家族ぐるみの付き合いが続いている。

　私はふ、と思い付き、勇士から距離を取るように少しだけ後ずさった。

「なんで離れるんだよ」

「え、いやあ……」

　もう少ししたら、隣のクラスの美少女も教室から出てくるかもしれない。彼女の前で勇士に馴れ馴れしくするのは悪いかと思ったのだ。

「誤解されたら勇士の名誉に関わるかなって。沽券？」

「んなわけあるか」

　楽しそうにくしゃくしゃに笑う。その笑顔だけで勇士の性格の良さが窺える。

「でもさあ、確かに詩織って浮いた話ないじゃん」

「え、私？　ないないない。あるわけないよお。小学校からほぼ皆、顔見知りだし！」

　クラスの女子もほぼ勇士が好きなように、私みたいな地味女と小学校から一緒で、好きになるような人はいない。

「そう？　俺は詩織が一番可愛いと思うけど。今だって率先してクラス委員の仕事してさ。仕事中も一番嫌な雑用を自分でして、周りに負担かけないようにしてて」

「要領が悪いだけだよ」

「でも一番、輪の空気とか雰囲気を大切にしてる。気づかない気配りができるよ」

　褒めても何もでないのに。でもそう言われて嬉しくないわけはない。恥ずかしくて両手で頬を押さえてしまった。

「奥手そうだし。俺と付き合う？」

「はああ？」

　さらに爆弾発言。驚いて顔を上げた時、玄関から例の美少女が出てくるのが目に入った。

　勇士はモテない私に冗談のつもりで言ったにすぎない。でも彼女の前で誤解を与えるのは勇士の印象がよくない。

「む、無理無理！　冗談でそんな言葉言ったらだめでしょ。受験生だし」

　ないない、むりむり、あはははと挙動不審な私を見て、「ひどい、傷ついた」と口を尖らせる勇士。

「勇士くん」

　そのとき、後ろから美少女が声をかけてきた。

　セーフ。私はそっと、胸を撫で下ろした。
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「……ん、んん？」



　昔の夢だ。私がまだセーラー服なんて着ていた頃。そして勇士が爽やかに学ランを着こなしていた頃。

　流石に飲み過ぎたのか、頭が痛い。ワイン、一本は開けちゃったかな。

　ズキズキ痛む頭を押さえ、シーツの海で手を泳がせる。携帯はどこだ。

　アラームがずっと鳴っていて頭に響く。

「携帯、どこお」

「ここ、これ」

　同じく眠たそうな声と共に目の前に携帯が届けられる。

「眼鏡……」

「横のテーブル」

　携帯を受け取り、時間を確認する。六時半。

　そうだ。もう今日からはこの時間に起きなくて良いんだ。アラームを削除してしまおう。

　横になってアラームを削除していたら、携帯の向こうに肌色の壁が映った。肌色……の？

「えええ？」

　ガバッと起き上がると、それが勇士の背中だと認識できた。

　でもなぜ、裸？

　タオルケットをめくると、一応ボクサーパンツを穿いていたので、そっとタオルケットを戻した。

「えーっと、……起きて？」

　幼馴染みが隣で何も身に纏っていないまま眠っている。

「んー」

　勇士がごろんと寝返りを打つと、こちらを向く。

　改めてその整った顔立ちに見とれてしまいそうになり、ふと我に返った。

　いや、どうして上半身裸の幼馴染みが隣で眠っているの？

　視線を自分に向けると、私は地味で色あせた紺色のブラとショーツ。

「ぎゃああっ」

　もちろん、誰かに見られるなんて予想してないので、全くしゃれっ気もない機能性重視のダサい下着だ。

　この、可愛くない下着を勇士に見られちゃったの？

「どうした？」

　眠たそうに、けれど私の声にがばっと起きる勇士へ急いで枕を押しつけた。

「どうして、勇士の横で下着姿なの!?」

「ああ、ワインこぼしちゃって自分で脱ぎだしたよ。大胆」

「なんで、隣で勇士は寝てるの！　ここどこ？」

　ベットの上ってことは、勇士の寝室？

「下着姿で詩織が寝ちゃったから、空調温度上げて様子を見てたら隣で眠ってしまった。上げすぎてちょっと暑かったから、上脱いじゃったみたいだな」

　欠伸をしながら上半身を起こす。タオルケットがはだけると、意外と筋肉質な体があらわになって枕に顔を埋めてしまった。

　ひい。勇士って優しいし普段全く意識していなかったけど、ちゃんと男の人なんだ。驚いてしまった。

「なんで顔隠してんの」

「良いからさっさと服を着てよ」

「えー、どうしよっかな。詩織がこっち見てくれたら考える」

　直視できるはずない。ベットの上でお互い下着姿。それだけで恥ずかしいのに。

　でも顔を出せないってのは、勇士を意識していることの表れのようにも思えた。

「ゆ、勇士って、そろそろ仕事……」

　変な意識をしないよう普段通りに話しかけようとした。

　でも枕から顔を上げて勇士を見ると、甘い笑顔でこちらを見ていた。

　男らしい躯と甘い笑顔。ベットのスプリングが大きく鳴って、一歩一歩、四つん這いになって勇士が近づいてくる。

　私は金縛りにあったように動けなかった。

「ああ」

　固まった私に、少しだけ意地悪そうな顔で笑う。そんな勇士を今まで見たことがなかったので少しだけ驚いてしまった。

　でも次に放たれた言葉に私は固まる。

「やっと意識してくれた？」

　思考が動き出す前に大きくスプリングが鳴ると、勇士の顔が近づいてくる。

　触れる唇は、昨日のワインのように苦くてそして少しだけ胸が甘くしびれた。

「……なん、で」

「幼馴染みってだけでここまでしないよ、俺は」

　もう一度角度を変えて唇が触れた。

　驚きのあまり薄く開いたままになっていた唇に、唇とは違うものの感触が触れた。それが勇士の舌であると認識した瞬間、私は咄嗟に勇士を突き飛ばした。

「ふぁ、ファーストキス！」

「どうせ、最初も最後も俺としかしないって。大丈夫」

　気にすんな、と爆弾発言を残して、勇士はベッドから降りた。呆然とする私の肩にタオルケットをかけて、そのまま寝室から出ていってしまった。

「ちょ、ちょっと待って」

　私も勇士を追おうとしたけど、服がない。タオルケットを身体に巻いて、ベッドから転げ落ちるようにして降りたところで、勇士が寝室に戻ってきた。

　どうやら服をとってきてくれたらしい。

「ありが――」

　受け取ろうとしたら手を上に避けられ、勇士の笑顔が飛び込んでくる。

「俺さ、誰にでも優しいわけじゃないの、気づいてる？」

　頭に服を乗せ、髪をくしゃくしゃに撫でられた。

「また冗談言ってる」

　乾いた笑いが唇からこぼれたが、勇士からの返答は私が予想していたものではなかった。

「冗談なわけ、ねえよ」

　髪を撫でていた指先が私の耳に触れた。擦るように撫でられ背中がしなると、「敏感」と少し笑い声が聞こえてきた。

「やめてってば。勇士は冗談でもね、私はさっきだってファーストキスだったのに」

「だから、冗談でキスなんてしないって」

　耳を触っていた左手はそのままで、右手が私の唇を摘まんだ。

「それとも、ちゃんとしたキスなら信じてくれんの？」

　下唇を撫でた親指が、薄く私の唇を開かせた。

　勇士の長い指先が、私に触れている。その艶めかしい動きに、魅了されるように動けなくなった。

　次に何をされるのか分かっていたのに、私は勇士の真剣な顔、真っ直ぐに見つめてくる瞳を逸らせなかった。

　少し顔を傾けて、唇が再び触れた。先ほどの触れるか触れないかの子どもみたいなキスではない。開いた唇の中に侵入してくる熱い舌に、口中を蹂躙されて翻弄されてしまう。

「ん……んうっ」

　息を吸うタイミングが分からず、唇から声と共に漏れた。その声すらも飲み込むように唇を食べられるようなキス。

　いつも爽やかに笑う幼馴染みの姿は消えて、今にも私の全てを喰らいつくしてしまいそうなほど獰猛に光る目。

　胸板を両手でとんとん叩いてもびくともしない。まるで赤子をあやすかの如く簡単に手首を掴まれ、ベットに押し倒された。

　初めてのキスなのに、熱くて荒々しく動いて蹂躙してくる舌の動きに、思考が上手く回らなくなる。

「……っ」

　口の中を動き回る舌を、自分の舌で受け止めて止めようとしたのに、ざらりとした舌の感触、ぞくぞく背中を甘く痺れさせる。気づいたら、ベットのきしむ音と共に覆いかぶさってきた勇士に気づかないぐらい蕩けさせられていた。

「やっば。なんで抵抗しないの」

　唇が離れると、首筋を舐めながら勇士の大きな手が私の輪郭をなぞった。

　抵抗なんてできない。甘くて蕩けさせられて、正常な判断ができない。

　目の前の幼馴染みが、一人の男として私を求めているんだと思うと、思考が止まってしまうんだ。

　カーテンからは眩しすぎるぐらいの光が覆いかぶさっている勇士の顔や肩に当たっている。

　今、見られているんだ。勇士に、見られている。

　互いに興奮していくのが、吐き出す息を熱さで気づかされる。

　肩をなぞり、胸の間を指先が折り、臍を指がいたずらになぞる。焦らされる優しい動きと朝日の眩しさと、キスだけで甘く疼いた下半身が私を狂わせていく。

「――詩織、止められなくなるよ」

　甘く名前を呼ばれ、臍を突いていた指が下着に伸びていく。

　指先で、誰にも触れさせていなかった秘部をなぞられ、身体が大きくしなった。

「ひ、……ゃあっ」

　漏れた声を両手で抑える。自分の声じゃないような、甘い声。

　こんな声が自分から出るとは思わなくて、怖くなった。恋人でもない幼馴染みにキスされて、翻弄されて流されるまま触れられ嬌声をあげてしまった。

　その先を知らなくて震える身体は、恐怖だけではない甘い疼きも感じていたのに。

　下着の中は、キスだけで既に愛液で濡れて、もじもじと動かしても切なくてたまらなかった。

　でも、勇士にキスだけで簡単に体が反応してしまった自分を見られてしまうのは恥ずかしくもあって、頭の中がぐるぐるとうまく言葉が出てこない。　

　指先で刺激され、下着と肌の間に指が入ろうとしたので、両眼をぎゅっと閉じた時だった。

　勇士が私の手に唇を押し付けてくる。

「ごめん。怖がらせた」

「勇士……」

「ここから先は、恋人になってからじゃないと不誠実だよな」

　ベットの上で乱れた私の髪を撫でると、キスでずれた眼鏡を指先で真っすぐに直してくれて、微笑んだ。

「続き、シてもいいか？」

　甘えるように、強請るように、いつもの勇士の声。その中に切なくて苦し気な悲痛な表情で見下ろしてくる。

　私も中途半端に焦らされて、熱くなった体をどうしていいか分からなかった。

　でも、流されるように今、ここで勇士とセックスをしてしまうのは、違うんじゃないかなって。

　私は上半身を起こして、覆いかぶさっていた勇士を両手で押しやった。

　言葉でどういえばいいのか分からない。途中から私だって舌を絡めてしまった。

　それに勇士だったから嫌ではないって流されそうになっていたのも本当。でも、今ここで最後まで流されてしまうのは、私が勇士にとっていい加減で不誠実な気がしたの。

　でも離れてくれない。真っ直ぐな瞳に見下ろされ、ずるずると再びベットに沈んでしまう。

　ここまで抵抗しなかった私の流されやすさに恥ずかしくなった。でも勇士の目を見たら、息を飲むぐらい心を奪われそうになる。どうすれば正解で、どうすれば傷つかないのか分からなくなるの。動かない勇士を恐る恐る見上げていたが、やがて切なげに微笑まれた。

「お前だからここまでするって、そろそろ自覚して」

　何も言わない私に、ベットの上で再び乱れてしまっていた髪を救い上げて口づけすると、くしゃくしゃに笑う。

　それだけを言い残して、シャワー浴びてくるから、とまた出て行く。

　ぺたぺたと裸足の足音が耳にリアルに響いてくる。

　シャワーの蛇口を捻る音が生々しくて、頭に乗せられた服からは勇士の匂いがして思考が停止した。

　中途半端に甘く疼くからだが、今の私たちの関係なんだ。

　今までずっと、優しくしてくれている勇士に幼馴染みとして甘えていたけれど、どうやら勇士は違ったらしい。

　まだ体中、勇士に触れられた感触が残っている。中途半端に火照った身体が恥ずかしくて自分で肩を抱いてベットの上で座り込んで動けない。

　昨日までの勇士じゃなかった。

　私に、好意を持ってくれていたってこと？

　あんなイケメンで人気者で、歴代の彼女はみんな美人という人が私を？

　信じられないことだけれど、もしそれが本当なら私は今まで、勇士の好意に甘えて身勝手に我が儘放題してきたことになる。

　今だってそうだ。起業準備と前の会社の引き継ぎで多忙な勇士の家に転がり込んで――キスをしてしまった。

　恥ずかしながらキスなんて初体験だ。二十七才にもなって経験が無いなんて、勇士は呆れただろうか。

　いや、そんなことより今は一刻も早くこの部屋を出ていかなければ。

　勇士はここにいれば良い、なんて言ってくれたけど、彼の気持ちを知った以上、ここにはいられない。

　頭の服を畳んでベットの上に置くと、自分の服を探す。

　けれどどこにも見当たらず、不意に聞こえてくる洗濯機の音に恐る恐る中を覗く。

　ネットに入っている服は私のかもしれない。だったらこの服を借りて出て行こうと服を掴む。するとワンピースみたいに着られそうな大きめのスエットだった。

　この服じゃ外には出られない。

「残念だったな。お前の性格は把握済みだ」

「勇士っ」

「今日はお前のアパートの荷物がこちらに届く手配になっている。諦めて大人しくしてろ」

「そんなことできない」

　その前に、シャワーを浴び途中で出てこないでほしい。背を向けても湯気とシャンプーの香りで気恥ずかしくなる。

「勇士の好意に胡坐をかいて甘えるなんてできない」

「なんで。俺が詩織にしてあげたいってだけだ。甘えとけばいいだろ」

「勇士は、私がその、好き、なんでしょ？　幼馴染みではなく」

「……当たり前だろ。そうじゃなきゃ押し倒したりしない」

　勇士はなぜか無言になったのち、流しっぱなしだったシャワーのノズルを閉めると、タオルを掴んだ。背中すれすれに勇士の腕が伸びて緊張が走った。

「そうだな。好きだ。でも背中を向いているお前にこの言葉を言うのはちょっと情けないな。こっち向いて」

「服をきてくれたら」

　私の懇願は聞き入れられた。下着とインナーを着た勇士が後ろから顔を覗き込んできた。

「あのな、今までもお前は俺の好意を知らず懐いてしっぽ振ってたぞ」

「でも、私」

「恋愛経験なしのお前に、いきなり好きになれって言ってるわけじゃない。意識されてラッキーぐらい。まあ、起業して一人前になってから口説こうって思ってたから遅かれ早かれ、お前は俺に捕まってた」

　自信満々に言う勇士は、私の知っている優しい幼馴染みじゃないみたいだ。

　彼は優しくて頭が切れるだけの男ではなかったらしい。私が知らなかっただけで、男らしい強引な部分も持っていたのだ。。

「俺は惚れた女がストーカーされて苦しんでるのを放っておくことはしないし、いくらチャンスだからって、俺の気持ちに答える気がないうちは惚れた女を襲うつもりもない。つまりお前は、今まで通り俺の好意に甘えておけばいいってこと」

「それって、都合がよすぎるじゃない。だったら家賃も払うし、それに」

「頭が固いなあ。お前はすぐに俺に惚れるの。だから問題ないって。俺は何を言っても、もうお前をここに住ませるぜ。今更逃げようとしてんじゃねえ。惚れてからあたふたしろ」

　こんな支離滅裂なことを言う勇士は初めてみた。けれど、その嘘偽りないまっすぐな言葉に頬が熱くなる。

　昨日までそんな素振り全くなかったのに、なぜ。いきなり強引すぎる。

「てなわけで、今日は部屋の荷物の片づけな。で、社長との面接も取り付けてくるから。なんかご飯作ってくれるなら材料買ってくるから俺の仕事が終わるまでにメールしといて。十九時には終わると思うから」

　ドライヤーを取り出し、さっさと髪を乾かし、今度は勇士が背を向ける。自分の計画だけ伝え、これ以上は何も言わないぞっとその背中が言っている。

　幼馴染みだから分かる。彼は有言実行だ。何を言っても口では勝てる自信はない。

　でも襲うつもりはないって言いながらたった今、ファーストキスを奪われたばかりだ。

「そうやって答えの出ない自問自答をしとけばいいよ。行ってくる」

　私の話なんて全く聞かない。そう言わんばかりの爽やかな笑顔で言われて白旗をあげるしかない。

　ずっと味方だった相手だから分かる。敵になったらまず勝てない相手。

　彼の言う通りにしたくないなら、さっさと再就職してストーカーも居なくなって、心配事が消えなければいけない。つまり、私の努力次第だ。

「行ってくるけど、いってらっしゃいのキスは？」

　そしてこれほど浮かれている幼馴染みを見るのも実は初めてだった。
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　本当に今日一日は引っ越し作業だけで終わった。

　スエットで対応するのは恥ずかしいからと、洗濯物を取り出してアイロンをかけてブラウスを乾かしたが、ワインのシミはうっすら残っていた。これは上着を着て隠したけど、昨日は本当にワインをこぼして自分で脱いだような記憶がうっすら思い出された。

　洗濯物を干そうとしたら、ベランダがなかったので乾燥機に。タワーマンションは外に干すの禁止なんて知らなかった。乾燥機から取り出し、彼の服も畳んだ。

　そして荷解き。荷物だけで家具は何も運ばれてこなかったので、彼の私をここに囲う頑固たる意思が感じられた。クローゼットに服を入れ、隅っこに私物の段ボール。昨日の夜に飲んだワインの空きビンやお皿を洗い、お風呂を洗っていたら勇士から電話が鳴った。

「おーい。ご飯どうする？　何か買ってくるけど」

　そうだった。朝、そんなことを言われた気がする。携帯の画面を見るととっくに十九時を過ぎていた。メールするのも忘れて呑気に部屋の掃除なんてしてしまった。

「何か食べたいものがあるなら一宿の恩に作るけど」

「残念だな。一宿じゃない。これからずっとだ。今日は疲れてるだろ。何か買って帰るよ」

「いや、作るよ。大丈夫。何が食べたい？」

　勇士が少し考えてから、「ハンバーグ」なんて、子どもらしいメニューを言った。それなら簡単なので材料を伝え電話を切った。

「うわあ……」

　その一連の流れが、新婚みたいな気恥ずかしさがあった。流されて流されて、私は今、普通に料理を作る気分になってしまっていた。流石に昨日までの鈍感な私は消えてしまっている。

　流石に朝、あんな情熱的なキスをして平常でいられる自分はいないのだから。
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　キッチンに挽き肉、玉葱、パン粉、玉子と並べていく。その様子を、意味もなく何度も冷蔵庫を開けに来るたびに見る勇士。お肉を丸く整えたのちに、平べったく叩くのを、椅子を持ってきてまで見る勇士。

　内心気まずいのに、勇士が普通通りだから私もそうするしかない。本当はどんな顔して幼馴染みとしてここに立っていていいのかわからない。

　なのに、ハンバーグを作る私を見る勇士は、朝とは違って危険な雰囲気もなく、熱心に見ている。

「子どもみたい」

「新婚みたいの間違いだね」

　それは私もちょっとだけ思っていたから、言葉を詰まらせてしまった。何故か空気が甘い。甘すぎる。勇士の柑橘系の爽やかな香水をまき散らしてやりたい。

　焼きだしたときに、勇士が着替えていなかったのを思い出したのかネクタイを緩めだした。

「そうそう。今週中に詩織の時間があるときに、会社に来てって。面接したいって」

「話が早い。私は大丈夫だけど」

「じゃあ、明後日の午前中大丈夫？　俺がいないけどひとりで行ける？」

「子どもじゃないんだから、大丈夫です。でもありがとう」

　私が家で片付けしていた時も、勇士は私のことを気にかけてくれていたんだと思うと嬉しい。いや、この嬉しいは幼馴染みとしての気持ちだけども。

「決まり。でも玄関開けて『おかえり』って笑う詩織見て、閉じ込めたいなあって思った。俺に永久就職しちゃえばいいのに」

「なんか、勇士変」

　そんな甘い言葉、昨日まで全然言ってこなかったのに。

　もっと大人っぽくて、頼りになって、爽やかで大人びていた。間違っても、ハンバーグみたいな子どもっぽいメニューを嬉しそうに覗きに来たり、砂糖百パーセントの発言なんてしてこなかった。

「ああ。浮かれてんだよ。あの鈍感な詩織が俺を意識してるなあって。で、そいつが俺の家に帰ったら居るなあって。そしたらにやけるしかないだろ」

「今までとのギャップが大きすぎて恥ずかしいんだってば」

　頬が熱い。熱いのはお肉を焼いているからだ。そうに違いない。

「楽しい。学生恋愛みたい。純情だよね、俺ら」

　ほんと。子どもっぽいよ。

　勇士はもっと色気のある女性ともっとアダルティな恋愛をしているイメージだったのに。酔って脱いで、人のベットに勝手に寝てしまう私じゃなくて、もっと綺麗でふさわしい人がいると思う。

　キスだけでぐたぐたに蕩けさせられて、下着の上から触れただけで声を漏らしてしまう私よりも、勇士を満足させれる美女はこの世に溢れていそう。

「ペースは合わせてやるから、詩織は何も考えず甘えとけ」

　ハンバーグが焼けると同時にお皿を用意してくれる勇士に、考えを見透かされたかのように言われた。これ以上甘やかされるのはダメだって自分でもわかっている。

　底なしに甘やかされる。けど、どうして。いきなり、どうして勇士は私なんかに強引に迫ってくるの。歴代の彼女たちと比べることもできないぐらい平凡な私に、ここまで甘やかしてくれるのは、どうしてなんだろう。
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　その夜は、私は自分のベットで眠った。緊張したけど、今朝のやや強引な行動を反省したのか、仕事が忙しいのか、勇士も寝室に戻って、別々に寝た。

　昨日はまだ酔いがさめていなかった私たちの魔が差した過ちだったに違いない。

「今日は遅くなるから、俺の分の夜ご飯は……食べたい」

「日本語がおかしい」

「朝食べるから、残しといて。でも作るのが大変なら、いらない」

　朝食のお味噌汁を飲みながら、ちらちらと腕時計を気にしている。

　昨日は県外まで取引先に挨拶に行っていたし、今日もあいさつ回り。午後に会社に戻ってきて引き継ぎの仕事を少しだけ指示してから、インテリアコーディネーターと打ち合わせらしい。

　そんな忙しい中で、私の貧相なご飯を食べたいって思ってくれてるのは嬉しい。栄養がつくものを考えなくちゃ。

「今日は面接なのに、悪いな」

「いえいえ。頑張ってね」

　ご飯一粒も残さず綺麗に食べ終わった勇士は、お皿を流しに持っていくと風のように出勤準備。忙しそうだった。

「あ、そうだ。鍵」

　カードキーを渡された。

「今まで、誰にも渡したことないから照れる」

　なんていちいち言わなくていいのに、言ってくる。飾らない勇士らしい。だけど、私は真っ赤にならずにはいられなかった。
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　都内ビジネス街にある「グランガーデンタワー」

　映画館や展望台、カフェにレストランはもちろん、超高級ホテルまである複合商業施設。

　雑誌やテレビで紹介されているリッチでセレブなカフェやレストランを横目に、三十五階の投資顧問会社ｂａｌａｎｚａを目指した。

　エレベーターを出てすぐに、ホテルのロビーみたいに絨毯をしきつめられた床とソファ。その奥にフロントが見え、女性が四人、案内したり電話の対応をしていた。

「あのう、本日十時から面接予定の桐谷と申します」

　すると電話対応を終えた受付嬢の一人が私を見て微笑んでくれた。

「副社長からお話を聞いております。上のフロアにお上がりください。係の者が案内いたします」

　微笑んだだけでいい匂いがしそうな、綺麗な女性。ナチュラルメイクなのかな。透明感のある清楚な感じ。勇士の噂にあがっていた彼女みたいな。それこそ、中学の時に付き合っていた隣のクラス委員みたい。

　ピンクのラインが入った黒のワンピースにピンクのスカーフを首に巻いていて、制服まで可愛い。

「桐谷様、なにか他の質問がありますでしょうか」

「あ、すみません。ありがとうございました」

　ついじろじろ見てしまった。忙しそうだったのでさっさと上のフロアに向かった。

　上のフロアはドアの前にカードキーか暗証番号を入力するオートロック型で、ドアの前で待ってくださっていて暗証番号を教えてくださった方が、なんとこの会社の副会長だった。

「東谷くんから話は聞いておりますよ。投資顧問会社ｂａｌａｎｚａ副社長の天宮あまみや雄大ゆうだいと申します。社長は不在なことが多く多忙でして。何か困ったことがありましたら私にいってください。よろしくお願いしますね」

「桐谷詩織です。こちらこそお忙しい中、お時間を作っていただきありがとうございます」

　柔らかい話し方とは反対にピンと伸びた背筋、そして私たちとそう変わらないまだ年若く美麗な副社長に少し戸惑った。冷たそうな印象なのに、優しい話し方に少し安堵したけど。

「うちは投資顧問会社です。主に世界中のヘッジファンドの紹介、株や海外での総合管理口座の依頼管理、ベンチャー企業への助言等を行っています」

「はい。そのように伺っております」

「このフロアは社員用ですので滅多に来客はないです。下の階は受付や個室での事業相談の場になります。桐谷さんには、こちらのフロアでしばらく東谷くんの携わった裁判と資料のまとめや、うちで今取り引きしている投資内容を覚えていただき、データの管理を」

　連れて行かれた部屋で、データ管理の仕方を説明してもらったけど、これって面接ではなく、事業説明だ。

「あの、本日の面接は」

「東谷くんから君の評判は聞いているし、しばらくストーカーから身を隠したいって話も聞いています。一応、研修期間を設けて採用させていただくよ」

　明日から来てくれますか、とあっさりと次の就職先が決まってしまった。

　経理ではなく事務になるのかな。でもこんな一流の企業であっさり働けるとは思っていなかった。

「ほ、本当に大丈夫ですか。あの、こちら履歴書を見てからでも」

「もちろん研修期間中にあまりに君が怠惰で、やる気が感じられなかったら考えます。でも君なら頑張ってくれそうだ」

　履歴書は受け取ってくださったけど、これは勇士の紹介だ。もし私が失敗したら、勇士の顔にも泥を塗ってしまう。私が見た目は真面目だけど要領がよくないのを副社長は知らないのに、こんな簡単に採用してしまうなんて。

　うう。プレッシャーでお腹が痛くなってきた。

「下のフロアで制服と、研修用の社員カードの発行、提出してもらう書類等の確認をしてもらったら今日は帰っていいから。明日からよろしくお願いします」

「こ……こちらこそ、よろしくお願いいたしますっ」

　拍子抜けするほどあっさり決まった。何十社も面接を受けて前の会社の経理に就職できたのが嘘みたい。
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　帰りの電車に揺られながら、呆然と窓の外を眺めていた。

　勇士からの「どうだった？」というメールには、結果を報告するとともにお礼の言葉を書き添えた。

　しかし私の胸中には、感謝の想い以上に、また彼の世話になってしまったという、罪悪感のようなものがわだかまっていた。

　前の会社を辞めるときも、勇士にはとても世話になった。

　社内の揉め事は困るとばかりに、植野くんのことを相談した上司に相手にされなかったことを相談したら、勇士は植野くんからのストーカー行為の証拠を持って、社長に直接説明してくれた。勇士のおかげで私は、退職金をもらい有給を消化し、穏便に退職することができたのだ。

　私はこのまま、彼に甘え続けていいのだろうか。

　そもそも彼は本当に私のことが好きなのだろうか。私なんて、彼に思われるような要素が一つもないのに。

　そんなことを考えながらスマホの画面を眺めていたら、ふっと前を遮られた。

　いつの間にか電車内には人が増えていた。混雑した車内で、私の前に人が立っただけだ。そう思って顔を上げかけた瞬間……。

　――ひっ。

　目の前の男性のネクタイの柄を見て、私の呼吸は止まった。それはあの人がよくつけていたネクタイだった。背筋が寒くなる。

　そんなはずはない。そう言い聞かせるものの、それ以上顔を上げるのが怖い。もしかして私を朝からつけていた？

　スマホの画面から目を反らせなくて、震える両手でスマホを握りしめたまま、じっとしていた。

　次の駅で目の前の人は降りていった。ちらり、と去っていく後ろ姿を見て見たら、彼とは似ても似つかない中年男性でほっと胸をなで下ろした。

　やはり今は、勇士に頼るしかない。こんな状態で一人立ちしようだなんて、かえって勇士に心配をかけてしまうだけだ。

　まずは仕事と、住む場所と、ストーカー問題。それらをきちんと片付けて、勇士を安心させなくては。

　その日勇士は、深夜二時過ぎにタクシーで帰ってきた。私が起きないようにこそこそ着替えてシャワーを浴びて自分の部屋に向かった。

　本当は起きていたし、お腹が空いているようならシチューを温めてあげようと準備していたのに。

　シャワーの音を聞いたら初日の半裸の勇士を思い出して動けない。

　私も音を立てず、寝ているふりをするしかなかった。










二、急落下で止まれず。











「やば、い。詩織ーっ」

　次の日の朝、息もからがらの勇士の声に驚いて、寝室を開けた。

　すると頭を押さえた勇士が片手を振っている。二日酔いらしい。

「悪い。薬箱とって。食器棚の一番上」

「うん。大丈夫？　一応グレープフルーツジュースも用意してるよ。二日酔いにいいらしくて。ヨーグルトとフルーツも良いらしいけど、食べられる？」

「詩織が作ったシチューが食べたい」

　薬箱から薬を取り出しつつ何を言うかと笑ってしまう。

「お弁当もテーブルの上だから。私は今日が初出勤でーす」

「頑張って。いってらっしゃいのチューしてやろう」

　のそのそと起き上がった勇士が、寝ぼけたことを言っていたのですぐにドアまで逃げた。

「逃げるなよ。イケメンは髭が生えない。就職祝いに頬ずりしてやる」

「寝起きの勇士、子どもっぽいよ。今日は帰り何時になる？」

　机の上に置いていた腕時計を装着しながら聞くと、頭を押さえつつ考えていた。

「シチューを食べるから早めに帰る」

「そう。じゃあ就職のお礼にアップルパイでも焼こうかな。好き？」

「めちゃくそ好き」

　やっぱりチュウしてやるって起き上がろうとしたので、さっさと玄関を飛び出した。

　会社までは電車で二駅。通勤路は人通りが多い道しかないうえに、仕事中は社員以外誰も簡単には入れない場所。安全面は文句がない。

　いいこと尽くしの仕事場で、データ処理、資料の整理なんて私の細かい性格には楽しみしかなかった。
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　最初の一週間は緊張もあり、仕事を覚えるのが大変だったけど、それなりに失敗もなく無事に過ごせたと思う。

　偶に引継ぎで会社に現れるはずなのに、勇士とはほぼ顔を合わせることがなかった。周りに同年代の人はいなかったけど、今は仕事をこなしていく方が優先だから、話し相手がいないことは仕方がないのかなと思っている。

「桐谷さん」

　荷物の配送を受付に頼もうと下のフロアに降りた時だった。

　受付嬢の一人で、何度か声をかけてくれたことのある綺麗な方が私を呼んで微笑んでいる。

「面接合格されたんですね。おめでとうございます」

「あ、ありがとうございます。改めてよろしくお願いいたします」

　頭を下げたとき、彼女の胸元の名札が見えた。佐柳さりゅう愛実めぐみさんか。

　名前まで綺麗な人だなあ。

「ぜひよろしくお願いいたします。休憩は何時からです？　お昼にお話しできませんか」

　整った微笑みを浮かべ、佐柳さんが私を捉える。

　あ……この微笑みは、愛想笑いだって私でも気づいた。固まっていると、メモ帳に電話番号を書き、渡して来た。

「休憩時間合わせますから、色々とお話聞かせてくださいね」

　断ることもできない迫力ある笑顔に、私は頷くしかなかった。
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　十二時過ぎに休憩をもらい、彼女に電話した。お弁当があると伝えると、会社の休憩スペースに行こうと案内された。

　休憩スペースに向かうと、色んな視線が体中に突き刺さる気がした。気のせいか、新人の私は注目を浴びている。

「桐谷さん、こちらです」

　席を立って上品に手を振ってくれている佐柳さん。そして二人、これまた綺麗な女性社員が座って私のことを値踏みするように見ていた。

「こちらは私の同期の赤峯と下根。ごめんなさいね。皆、貴方に興味津々なのよ」

　サラダのみのお弁当と自分で作ってきた野菜スムージーを飲みながら、佐柳さんが猫のような目をしてにやっと笑う。

「だって、顧問弁護士の東谷さんの婚約者なんでしょう」

「え、勇士の？　私が？」

「ほらー、勇士だって。下の名前呼びよ」

「だから言ったじゃあん。愛実でさえ相手にされなかったのに」

　何この状況って思ったけど、どう反応していいのか分からず、お弁当箱を開けた。

　すると三人は私のお弁当にも興味津々だ。

「え、なに？」

　もっと可愛いお弁当にすれば良かったかなと後悔した。今日のメニューはおばあちゃんが作ってくれた梅干しに、玉子焼きにオクラをおかかで和えたもの。ご飯には今朝焼いた鮭をほぐして混ぜてある。全体的に茶色くて、可愛くもない。

「あのね、東谷くん、いっつもゼリーとか栄養補助食品とか簡単なもので済ましてるから、愛実が作ってあげたりしてたんだよ」

「やめてよ。同期のよしみよ。同期で一番収入良い彼に親切にして、損はないでしょ」

「打算的ぃ」

「だからモテるのに結婚できないし彼氏もいないんだよ」

　友達に茶化されても、愛実さんは澄まし顔でサラダを突いている。

「でも東谷くんから『作ってもらう相手がいるし、大切な人だ。だからもうお弁当はいらない』とか『今度、入ってくる子、幼馴染みだからよろしく』って言われちゃって。彼って田舎の不動産屋の息子なんでしょ。幼少からの婚約者が来たのかと期待しちゃったんだけど」

「東谷くんならやんごとなき家柄の幼馴染みとか居てもおかしくないよね」

「それに本当に今週、お弁当持って来てたって言ってたし」

　クスクス笑う二人と愛実さんが私の方を見る。その目は私に期待している目だ。

「いえ、私は本当にただの幼馴染みで、親同士が友達ってだけで一般的な家庭だし」

「彼はそんな感じじゃなかったけど」

　佐柳さんは間髪を容れずにそう言うと、綺麗な顔を傾げて私をまじまじと見つめる。

「わざと私に噂を流させたい感じだったの。利用されるつもりはなかったから、私は吹聴してないの。この二人にしか」

「だって、個人事務所とか独立して地盤固めるとか言ってたんでしょ」

「で、幼馴染みを自分のもとにおびき寄せるとなれば、結婚じゃあん」

　二人は盛り上がり、愛実さんはその二人を面白そうに眺めている。

　これってつまり、私がさきほどから刺さっていると感じていた視線は「東谷勇士の婚約者疑惑」があったからなんだ。「独立と同時に地元から呼び寄せた幼馴染み」とか確かにそれっぽいけど。

「私、本当に勇士とは幼馴染みってだけです。ここは紹介してもらったけど」

「恋愛感情はないって言いたいの？」

　佐柳さんの言葉に頷くと、ご飯を口に頬張る。取り調べみたいで味が全くしてこなかった。

 説明しながらも、あの日のキスを思い出して動揺してしまう。この人の前では動揺も簡単に悟られてしまうのに。

「幼馴染みだから、あんな素敵な男性に甘えるのも甘やかされるのも、息をするぐらい当たり前だったってことか。そんな人が自分の好きな人の周りに居たら嫌じゃない？」

「異性の幼馴染みってだけでも嫌かも」

「私の方がずっと一緒にいたからってマウントとってこられたら確かに嫌」

「ってよ。東谷くんに甘えるのはいいけど、恋人じゃないんなら線引きはした方がいいよ。でもまあ」

　私を見ていた顔がくしゃくしゃの笑顔になる。片手で口元を隠すと上品に笑った。

「彼ぐらいの財力があるなら、あなたぐらいの幼馴染みは気にしないけどね」

「婚約者じゃなくて良かったじゃん」

「えー、じゃあ結局愛実、狙っちゃうの」

「さあ。少しでも隙があれば候補ぐらいには」

「お弁当作ってた時はお似合いって噂になってたじゃん」

　自信満々に私の正面で笑っている佐柳さんは確かに綺麗だ。そしてわざわざ、勇士が気にかけている私に話しかけ探ってくる度胸がある人。

　そして会って数分で私の甘ったれた性格に気づいた人。頭が良くて綺麗で、強かなこの人の方が勇士に合っているかもしれない。

　既視感。中学の時も隣のクラスの委員長は、勇士にお似合いだなって思っていた。

　それってやっぱ勇士の隣に並んでもお似合いそうだったから。

「一応聞いておくけど、桐谷さんは東谷くんに恋愛感情はないのね？」

　目の前の佐柳さんは、恋愛感情はないけど勇士を狙っているかもしれない人。それもそれで少し複雑だった。

「か、考えたことがない位置にいたので」

　私の返答に、彼女は綺麗な笑顔のまま目を細めた。

「つまり、これからは分からないってことね。ふうん」

　敵対宣言じゃないのに、頭の回転が速い彼女は何か察した様子だ。

　でも本当のことだ。今は私のせいで中途半端な関係だ。ただの幼馴染みってわけではない。それに今は間借りしてるから一緒に住んでいるようなものだし。

　でもそれを知られたら色々と言い逃れできなくなる。

　私はこれ以上墓穴を掘らないように、お弁当を完食するしかなかった。勇士の話以外は、このビルの中の美味しいランチやらセール情報を教えてくれたけど、いたって自然に楽しく会話してくれた。勇士の件を除けば悪い人たちじゃない分、色々と複雑だった。
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「ごめんね、付き合わせちゃって。でも助かっちゃった」

「いえ。でもなんとか動いてくれてよかったです。お疲れ様」

　定時に仕事を終えてロッカーに向かう途中、お昼を一緒に過ごした佐柳さんのお友だちに出逢った。事務室の印刷機が壊れてしまったらしく、そのせいで明日の会議用の印刷が終わっていないと困っていたから、私も手伝った。

　一時間も掛からず終わったけれど、彼女にはとても感謝された。勇士の件ではもやもやさせられたけれど、それ以外では親切にしてもらったからお互い様だ。

　ロッカーに戻ると、勇士から着信が何件も来ていた。




　更衣室には誰もいなかったけど一応メールで返事をした。

『どうしたのー？　今日はお鍋にしようかなって思ってるけど』

『絶対に食う。じゃなくて俺、もうすぐそっちの駅に着くんだよ。会社まで迎え行くから待ってて』

　会社まで勇士が迎えに来る。

　わざわざ、私のために会社まで迎えに？

　勇士が佐柳さんたちに色々と吹聴していたのを知っている今、そんなことされたらどんな噂が飛ぶかなんてわかりきっている。

『心配しすぎだよ。駅まで人通りの多い道だし、大丈夫』

　ここに入社して以来、私の退勤時には勇士から事情を聞いている副社長があれこれと気を利かせてくれている。他の男性社員さんが自分の退勤のついでに駅まで同行してくれたり、勇士の身体が空いている時は、下のカフェで待っていてくれることもあった。

　それは、噂になってしまっても仕方がないだろう。

『いいから、俺の言うとおりにしろって。動くなよ』

『じゃあ、下のカフェに。私も言いたいことがある』

　返信が止まったので、見てくれたと信じてエレベーターに乗った。

『いや、仕事場まで行くから動くな』

　なんでエレベーターに乗った後に言うかな。というか心配しすぎだ。まだ深夜でもなく、一階へ下りれば部活帰りの学生だっている時間なんだから。

「あら、お疲れ様」

「佐柳さん、お疲れ様です」

　エレベーターが閉まる前に、佐柳さんが入ってきた。キャラメル色のコートに有名ブランドの新作バッグ、ブーツと女子力の高い姿。そして嫌味じゃない香水が上品に香っている。

　私なんてパンツスーツに髪なんて一まとめ。おまけに分厚い眼鏡。並んでいると、差が激しい。

「貴方、どこに住んでいるの？」

「え、あの、えーっと二駅向こうなんですが、なんて名前だったかな」

　勇士の家に居候しているなんて言えない。会社には前の家の住所で書類を提出している。けど、ここからは遠すぎて答えるには不自然かな。

「というか、東谷くんの幼馴染みってことは同い年でしょ。ため口でいいのよ」

「な、れてからにさせてください」

　とは言っても、こんな美人に慣れる自信はない。

　エレベーターを降りたら、もちろん佐柳さんも着いてくる。

「あの、佐柳さんも電車通勤ですか」

「そう。私は一駅前で――」

　言い終わらないうちに、急に立ち止まると彼女は私の手を強引に掴んだ。

「トイレで化粧直しましょう」

　強引に連れて行かれる途中、誰かが走り去って行く革靴の音が大きく響いていた。

「なんか、エレベーター降りた後から、後ろの柱から見られていた気がしたんだよね」

「ええ、あ、佐柳さん、やっぱ綺麗だから？」

「私じゃないわよ。変な男が簡単に声をかけられる訳ないでしょ。まとわりつかれた事はないの。だから、ぽやぽやしてる貴方じゃないかなって」

「私……？」

　鏡の前で、艶やかな黒髪を整えながら睨まれる。

　其の瞬間、私の背筋が凍る。

「心当たりがあるの？　やっぱ大人しくて反抗しないような地味系女子って需要あるのよね、変な男から」

　ズバズバ言うけど、そこまで毒を吐くとストーカーの方が可哀そうに、ならないか。

　彼女の言っている通りだけれど。

「で、どうなの」

「いや、私では」

　誤魔化すために視線を泳がせているとタイミングよく勇士から着信が鳴った。

　メイクルームから遠ざかってトイレの中に入って電話に出ると、携帯の向こうの勇士は強い口調だった。

『会社から出るなって言ったろ』

「大丈夫だよ。佐柳さんと一緒に降りたし」

『大丈夫じゃないだろ。彼女も女性だ。今、どこ？』

「一階のトイレです」

『今度こそ動くなよ』

　あああ。勇士が迎えに来たなんて、彼女の前で発覚されちゃったら言い逃れできない。

「どうしたの？」

「あ、えっと勇士が今、私たちがトイレに逃げ込んだから心配してくれたみたい」

「東谷くんが、ねえ」

　口の中で言葉を転がす彼女の視線から逃げるように俯いた。まっすぐ見られたら、嘘だってばれてしまいそうで怖い。

　心臓に悪いから嘘なんて吐くんじゃなかった。

　トイレから出たら、息を切らした勇士が壁にもたれて待っていた。

「女子トイレの前で息を切らして立ってたら怖いよ」

　クスクス笑いつつ、佐柳さんは乱れた勇士の髪を指先で遊んでいる。

「急いで来たんだよ。駅から」

「ふうん。大切な人のため？」

　佐柳さんの後ろに回って首をぶんぶん振る。余計なことを言うなってアピールだったのに、勇士は愉快犯みたいに口の端を上げる。

「まあ。そんなとこ。佐柳さんも駅まで送るよ」

「私は大丈夫。大切な人のそばにいてあげたら。お疲れ様」

「ああ、お疲れ。気をつけて」

　彼女はさっさとタクシー乗り場の方へ向かってしまった。駅まで一緒って言ったのに、気を遣わせてしまったようだ。

「あのさあ、俺は会社の中で待ってろって言ったよな」

　そして彼女がいなくなってすぐに、そんな言葉がふりかかってきた。

　心配してくれているのは分かるんだけど、でも。

「佐柳さんに私のこと、婚約者とか恋人って吹聴したの！？」

「なにそれ、そこまで大げさになってくれてんの」

　と言いつつ、したり顔な勇士を見て佐柳さんたちの言っていたことが本当だと知る。

「信じられないっ」

「おい、置いてくなよ」

　ビルから出て空に浮かんだ月を見た後、あたりを見渡す。駅までの道すがらやはり高校生の部活帰りの姿や、今から呑みに行くであろう大学生ぐらいの姿、そして私たちみたいな会社帰りのスーツ姿。

　こんな安全な時間帯に迎えに来るなんて、見せつけるパフォーマンスみたい。

「怒ったの？」

「怒ってない。恥ずかしいの」

　勇士は自分が人気者の自覚がなさ過ぎる。彼女たちには噂の的だったのに、そんな勇士が恋人の存在を匂わせたら私が注目されるのはわかりきっているはずだ。

　しかも頭の良さそうな彼女には、私が何を言っても全部見透かされてしまうに違いない。「お前をストーカーしてた植野ってやつが会社に出勤してないって聞いたから焦ってきたんだよ」

「えっ」

「俺とお前が恋人だって噂になって、こうやって一緒に常に居れば、あいつも諦めるんじゃないかって」

「つまり、ストーカーのために考えたパフォーマンスだってことね」

　だったら佐柳さんにもそう説明したら納得してくれそう。

　私みたいな地味でぱっとしない幼馴染みに、驚いていたし。

　それと、彼女の言っていた後をつけてきた男。

　もしかして彼だったのかな。勇士に報告しようと口を開けかけた時、隣に並んだ勇士が私の顔をのぞき込んできた。

「それは建前だ。本当は詩織が怖い思いしてるっていうこんな状況なのに、この状況に乗じて俺に惚れてくれないかなって思ってる」

　熱っぽく言いながら手を握られたけれど、慌てて振りほどいた。人通りが多いこんな場所で、誰に見られているか分かったもんじゃない。勇士はちょっとだけ拗ねた顔になった。

「俺にしとけよ。俺以外に詩織をこれほど大切にする男なんていないぞ」

「なっ。道の真ん中！　人通りが多いところでやめてよ」

　背中をバンバン叩くのに、痛くなさそうにくしゃくしゃの顔で笑っている。

「二人っきりの家の中で口説くと、お前流されそうじゃん。優柔不断のお前を甘い言葉で騙して強引にベッドに押し倒すのは簡単だろうけど、それじゃ嫌なんだよ。だから、人目を気にして理性を保つことができそうなこの状況で言ってるの」

　全く人目なんて気にしてないじゃない。口で敵うわけないけど、いくら私だってそんな軽々と流されるわけないじゃない。

　必死に小走りで歩いても、簡単に隣に並ぶ勇士に何を言っても言い負かされそうで、そんな弱い自分が嫌だった。

「勇士はずるいなあ。きっと私が何を言っても同居は止めてくれないだろうし」

「危険なこの状況で当たり前だろ」

「甘えるだけで、行動もしない私はちょっとだけ劣等感を抱いてるのかな。もっと頑張らなきゃ駄目だなあって思うよ」

　甘えてばかり。仕事だってようやく覚え始めているけど、頼まれた内容をこなすだけで手一杯。

　ぼうっとしていて、佐柳さんみたいに頭の回転も早くない。

　こんな惨めったらしい自分では、勇士の隣に並ぶことがが申し訳なくてちょっと距離を置いたら、すぐに気づいて近づいてくる。

　三歩逃げたら、一歩で近づいてくる。

「あのさあ、どうして詩織はそこまで自分の評価が低いのか知らないけど」

　途中で曲がって勇士は公園のベンチに座り、自分の横をポンポン叩く。

　迷ってから距離を置いて座ると、今度は距離を詰めてこなかった。

「俺は昔から詩織の良いところ沢山知ってるんだよ。先生に押しつけられた仕事を文句も言わず助けても言えずに一人でやっちゃう不器用さとか、愛しいなあって思うし」

「要領が悪いだけだよ」

「詩織は覚えていないだろうけど、うち一時離婚話が出ててさ」

　いきなりのヘビーな内容に、勇士の顔を向くと困った顔で笑っている。

「ささいなすれ違いだったんだけど、家に帰っても両親が仕事から帰ってないことが多くて。でも外面だけは良いから誰にも言えなかった。で、詩織の両親が気づいてくれて、お前の家に行く機会が増えたんだけどさ」

　勇士はお父さんの親友の子どもだし、ご両親が働いているからって確かに預かっていた気もする。でも全く気づかなかった。

　勇士は上手に、自分の苦労や悩みは隠して笑う人なんだ。

「そんで、家の空気が悪くても詩織の家はあったかいなあって。詩織も俺が来ると嬉しそうにしてくれたし。必ず隣に並んで一緒にご飯食べてくれて。あのときの俺には、当たり前のことが当たり前じゃなかった。その中で詩織の笑顔は救いだったな。言っても否定するだろうけど、俺だって仕事が面倒とかしんどいとき、詩織と待ち合わせして食事することで癒やされたんだから」

「え、あのさ、今はご両親は」

「ああ、超ラブラブ。誤解がとけて互いに謝って、離れていた数年を埋めるかのように新婚みたい。それに振り回された子どもは、可哀想だろ」　

「それは、酷いよ。勇士の気持ちを何も考えてない」

「うん、もっとはっきり言えば、はやく解決してたのになあって。俺もいい加減にしろって言えなかった。だから後悔するぐらいなら自分の気持ちをはっきりする」

　勇士の話じゃなかったの。いつの間にかやっぱり流されて勇士のペースに持って行かれていた。

「俺は後悔したくないから、嘘もつかないし黙るつもりはない。ずっと詩織の存在が俺の支えだった。悩んでいても仕事が忙しくても、家に詩織がいて、笑ってくれてたら幸せだなって。だから俺はストーカーの問題が解決した後も、一緒に住んで欲しいし」

　頬に手を伸ばされ、優しく手の甲でなぞられた。

　その仕草すらも、きっと誰もが見惚れるほど格好良いにちがいない。

「全力で口説くからさ、嫌なら全力で断ってくれ。隙がある今は、チャンスにしか思ってないよ、俺」

「ずるい、ずるい！　全力で断れる自信が無いっ」

「じゃあ、自分で行動して自分で決めて。それまでは家で強引なことはしないよ。多分」

　多分。

　いや、誠実な勇士ならしないのはわかりきっている。

　はっきりしない私の態度が、彼を傷つけているのは分かっている。

　こんな風に急に強引に来るとは思っていなかったけど、でもまっすぐな勇士の気持ちは嬉しかった。




　こんな風に真剣に私のことを思ってくれている勇士に、同じぐらい真剣に向き合って答えを出さなくてはならないと思った。










三、手を伸ばしていいのか迷う中。











　それから一週間は、勇士とすれ違いが多くなった。避けられている訳ではなく、勇士の多忙からだ。相変わらず夜遅くまで、仕事で飛び回っている。

　でも朝ごはんは意地でも一緒に食べたいらしい。どんなに夜遅く帰ってきても、次の朝にはゾンビのように部屋から這って出てくる。

「もう少ししたら落ち着くから」と半分眠った顔で朝ご飯を食べつつ、「和食の朝ごはんとか最高」とお味噌汁を幸せそうに飲み干していた。

　ハンバーグ、シチュー、カレー、お鍋にオムライス。

　大人になってからは、勇士と外食する時は高級レストランや居酒屋ばかりだったから分からなかったけど、好物は意外と子どもっぽいものばかりだ。

　朝ごはんに好きなものがあると嬉しそうに席に座るので、好物はすぐに分かった。朝は玉子焼きとお豆腐が入ったお味噌汁とお魚が好きらしい。おばあちゃんの梅干しも懐かしいと嬉しそうに頬張る。

　そして「イケメンは髭が生えないんだけどね」と謎の持論を唱えながら、シャワーに向かう。その後、わざと私に見せつけるように上半身裸でうろつくので、私はそれまでにお弁当を用意して、逃げるように出勤している。

　会社で植野くんらしき男の気配を感じてからというもの、私はこれまで以上に一人での外出は控えるようになった。出勤時は植野くんがいないか辺りをよく見渡し警戒しているし、夜は勇士に迎えに来てもらうか、駅まで帰る社員に紛れて駅まで向かうようにしている。

　こんな生活は正直、気が休まらない。早く終わってほしいし田舎に帰ったらどんなに楽だろうと思うこともあったけれど、どんなに疲れても、どんなに嫌気がさしても私の作った食事をおいしそうに食べてくれる勇士を見ると、心が温まって「まだ頑張れる」と思い直すことができた。
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　事件はその翌週に起こった。

　その日、勇士は午前中、接待や挨拶回りで他県まででかけた後、独立後の新事務所の方へ向かった。勇士も私と同じで先月に会社は退職しているものの、なかなか後任が決まらず今月も臨時社員として出勤を頼まれているらしい。勇士一人の穴を埋めるために、三人もの弁護士が新規採用されることになっているらしい。それだけ勇士の能力が高いということだ。




「おはようございます」

　いつものように受付に向け挨拶をする。今朝は例の、佐柳さんのお友達の二人が受付に座っていた。

　しかし今朝はいつもの愛想笑いさえもなく、冷ややかに一瞥されただけだった。

　昨日までは普通だったのに、急に視線が鋭くなったように思う。

　勇士と同じ電車で来たから？　一応車両は離したのに。

　わざわざ迎えに来て貰って一緒に帰っていたから？

　婚約者って噂のせい？

　思い当たる節はあるものの、あまりにも急なことに落ち込んでしまった。もたつきながら着替え、ロッカールームを出たところで声をかけられた。

「何してんの？　待っててあげたのに」

　声の方を見ると、佐柳さんが腕を組んで私を睨むようにして見ていた。

「え、なんで」

「今朝、歓迎できない来客があったのよ。早番の私と先輩で対応したんだけどさ」

　佐柳さんも冷たい目だったので、少し戸惑う。彼女の目が私に対して厳しいのは、いつものことだけど。

「『婚約者の詩織がここで働いているはずなんだが』とか『家に帰った形跡がないから出勤しているかだけでも知りたい』って。ああ、違った。俺には知る権利があるんだぞ、だったかしら」

　メモ取ってたから後で渡すわ、と言われ背筋が寒くなった。

　植野くんだ。どうして私の居場所が分かってしまったんだろう。

「先輩は、貴方が前の会社で恋愛トラブル起こして逃げてきたんじゃないかって言ってたわ。弁護士の東谷くんを利用してるのか、東谷くんに乗り換えたことでトラブってるのかも知れないって邪推してご立腹だったわ。私は同調はしなかったけど。女の敵は女。面倒くさくなる前にちゃんとしなさいよ」

「ありがとうございます、……すみません」

　こんなに早く見つかるなんて思わなかった。

「でも先輩の意見、私も分かる。貴方って誰にでもいい顔して勘違いさせてそう。勇士くんが貴方に振り回されてるのって貴方がいい加減だからじゃないの」

「……ごめんなさい」

「謝る相手は私じゃなくて、あなたの不誠実さに振り回されている人たちに対してじゃないの？　私は面倒ごとには首を突っ込まないからね」

　助けないからねと忠告してくれるだけでも優しい。

「ありがとうございます」

「一応、東谷くんには報告しておきなさいよ」

　頷くと、佐柳さんは怪訝そうな顔で私の足下を見た。

　気づけば私は足がガクガクと震えていた。

「あはは、すみません。私に隙があったせいで、こんな事になってるのに……」

「……今度来たら、もっと強く追い払っておくけど、今日は無理しない方がいいんじゃないの」

　優しいのか厳しいのか、言い方に難はあれど佐柳さんがいい人なのは痛いほどに分かった。

「……いえ。大丈夫です。佐柳さんたちも女性だし無理しないでください。私が自分でなんとかしないといけないので」

　私はずっと逃げばかりで、彼とちゃんと向き合って話したこともなかった。もっと早く、きちんと彼と話をするべきだったんだ。

　今までの優柔不断の付けが回ってきたんだと思った。
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　今日は休憩スペースには来ないほうが良いという佐柳さんのアドバイスに従って、談話室で一人お弁当を食べた。

　談話室は自販機の他には丸テーブルが二台並んでいるだけの簡素な空間だ。お昼の休憩時間をここで過ごす人はまずいない。下のフロアの休憩スペースか、マッサージチェアやマッサージ器具が置いてあり、仮眠もできるリフレッシュスペースで過ごす人が大半だ。あとは、ビル中のカフェやレストラン。

　ここに来たのは初めてだけど、噂や視線を気にしなくてすむ分、今の私には居心地が良かった。

「お疲れ様です、桐谷さん」

「ふ、副社長、お疲れ様です」

　立ち上がって挨拶しようとしたら、飲み物を買いに来ただけだからと制止された。

　その手には指輪が光っていて、副社長が既婚者だと知る。

「東谷くんから桐谷さんを頼まれていたのに、なかなか様子を見てあげられませんでしたね。ストーカー被害は大丈夫ですか？」

「はい。……あの、今朝受付に現れたらしくて」

　缶珈琲を持っていた副社長は飲むのをやめ、目を細めた。

「それは、危ないですね。東谷くんには？」

「はい。伝えようと思います。それと第三者を交えて、ちゃんと彼と話さないといけないなって」

　まだ少し怖いけど、ずっと怯える生活が続くよりは一刻も早くはっきりさせないといけない。

「もし迷惑をかけるようでしたら、私、ここ……」

「桐谷さんは細部まで丁寧に仕事をしてくれるから、助かってますよ」

　辞めますというよりも早く、社長はテーブルに新しい珈琲を置いた。私の分も買ってくれていたらしい。

「仕事に私情を挟んだことがない東谷くんが、初めて私情で強く推薦した人ですからね。君には絶大な信頼を寄せているんでしょう。あの完璧ロボットみたいな彼が、ですよ。だから迷惑とは思わず、肩の力を抜いて仕事してください。弁護士は彼がいるから必要ないですね」

　私が頷くと、副社長は微笑んだ。そしてわざわざ私と同じテーブルにやってきた。気を使ってくれているのかと思ったけれど、それだけでもないらしいことはすぐに分かった、奥さんのお弁当を自慢したかったのだ。お弁当を開けるその、嬉しそうな顔で分かった。副社長のお弁当は、私と同じ茶色いお弁当。

「東谷くん、たまに夜ご飯や朝ごはん、お弁当も写メを見せて自慢してくるときがあったんで、対抗です。一応、大学の後輩だから惚気は目をつぶってますが、うちの奥さんのお弁当も負けないんですよ」

　この肉巻きアスパラガスとか、手作りミートボールとか。と嬉しそうに自慢してくる。

「彼は、とても幸せそうに食事の写メを見せてくれました。貴方の力は誇れるものですよ」

「そんな、私なんて」

「彼みたいに秀でた人物はそういない。彼と自分を比べて卑屈にならなくてもいい。君も頼りになっています。比べる必要ないからね」

　きっと落ち込んでいたのが分かったんだろう。奥様のお弁当を自慢する中で、私のことも何度か褒めて励ましてくれていた。

　というか、勇士はいつの間に写メを撮っていたんだろう。お鍋とかは蓋を開けた時、写メを撮っていたけど。まさか他の人にも見せたりしたのだろうか。色々焦っていたら、朝からうじうじしていた心にも少しだけ余裕が生まれたのだった。
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『今日は何時ごろに帰れそう？』

　勇士に今朝のことを相談しようと、メールしてみた。

『もう電車だよ。降りたら会社の方にむかうよ』

『今日は早いんだね。じゃあ私も会社を出るね』

　エレベーターを降りて、携帯を手に持ったままカフェの前で足を止めた。

　今日から期間限定のモンブランが発売と書かれた看板。黄金に光るモンブランはなかなか魅力的だ。

　ショーウインドウに並べられたケーキの中にあと二つ残ったモンブランを発見し、食後のデザートとして勇士と食べようか、と悩む。

　カフェに入らず、優柔不断にただ看板を眺めて悩んでいた時だった。

　じとっとした視線を感じて振り返った。

「……」

　気のせいだろうか。エレベーターホールにもカフェの周りにも、それらしき人はいない。

　きっと彼が私を訪ねてきたって言われたから、神経質になっているだけだ。

　携帯を握りしめ、ビルから出ていく人の波に紛れるようにして飛び出した。

　空に三日月は浮かんでいるが、遅い時間帯ではない。大丈夫だ。

　信号で止まり、大きく息を吸い込んだ時だった。

「だーれだ」

「へ、きゃっ」

　不意に後ろから、眼鏡越しに目隠しをされ、手に持っていた携帯を落としてしまった。

　……勇士にしては早すぎる。

　そしてむせかえるような甘ったるいバニラ系の匂いに気分が悪くなりそうだった。

「詩織、なんで俺に相談もせずに仕事辞めてるの」

「は、離して」

　背筋が凍って、動けなくなった。口の中がからからに乾いていくのが分かる。

「植野くん、どうしてここが分かったの」

「下の名前で呼んでよ」

「植野くん、質問に答えて」

　ようやく目隠ししていた手が離れた。距離を取るように後ずさると、彼は相変わらずセンスの悪いネクタイを落ち着きなく触りながら、冷たい目で私を見ていた。長い前髪から、じとっとした視線を感じて足がすくむ。

　けれど信号待ちの他の人たちには、この異常さが伝わっていないようだった。

　下手をすれば寒い中、いちゃいちゃしている恋人に映っていおるのかもしれない。




「ゴミを分別したあと、詩織が褒めてくれるかなって期待してたのにメールも電話も返事がないから」

　携帯は少し前に新規の携帯を契約している。着信拒否にしたら何をしてくるか分からないから解約せず、家に置きっぱなしにしていた。これも勇士からのアドバイスだ。

「で、家に行ってみたら前日から電気メーターが動いてなくてさ。おかしいなあって思って、しばらく家の前で待っていたら引っ越し業者が荷物を運び出したから、タクシーで追いかけたんだ。マンションは階数まではわからないから駅で這ってみたら、このビルに入って行くし」

　初日からバレていたということか。油断していた私が馬鹿だった。

「ねぇ、話を聞いてほしいの」

「何？　詩織の話なら何でも聞くよ？」

　彼は嬉しそうにニタニタと笑った。私は自分に言い聞かせる。彼を刺激しないように、落ち着いて。

　一度深呼吸をしてから、植野くんを見た。

「今後のことについて、一度、第三者も交えてお話しませんか」

「第三者？　なんで」

「私と植野くんは、少しすれ違っているようなので」

　じりじりと近づいてくる植野くんの目が笑っていないのが気になった。

　間合いを詰められたら、うまく逃げられない。

「さっさと身体を繋げてしまえば、すれ違いなんて簡単に埋まるでしょ」

　白い息とともに吐きだされた言葉に、悲鳴を上げそうになった。

「い、いい加減にしてください。私は貴方と恋人になったつもりはないです。これからも」

　駅まで走れば、勇士がいる。

　吐き出してしまった本音に、彼が激高する前に走った。走って、逃げて、安心する場所まで逃げたかった。

「待てって」

　なのに。

　追いかけてきた彼に後ろから羽交い締めにされてしまった。声にならない悲鳴が口から洩れた。

　怖い。気持ちが悪い。生温かい息も、視線も全て、すべてが気持ち悪い。

　触らないで。近寄らないで。いい加減にして。

　その時、不意に強い力で前に引っ張られたかと思うと、肩に感じていた重みが消え、顔や肩にやわらかな衝撃が走った。

「詩織から離れろ」

　頭上で聞こえた声が誰のものかなんてわかりきっているはずなのに、混乱している私は彼の名前を呼ぶことができなかった。勇士！　彼の名前を呼びたいのに、声が出ない。

　代わりに、目の前にある彼の胸に抱きついた。それに応えるように、彼のたくましい腕が私の身体を抱きしめる。

「こんな人通りの多い場所で俺の恋人に何してるんだ」

　いつもの優しい口調ではなかった。荒らげた声も、睨みつけるまなざしも、そして私を引き寄せてくれた腕の力強さも。その全てが私が初めて見る勇士だった。

「恋人？　寝ぼけてるのか」

「君こそ、いい加減に目を覚ませ。仮にも好きな人がこんなに怯えている姿を見ても、まだ夢から覚めないのか」

　一歩も引かない勇士に、植野くんが舌打ちする。

「どうされましたか」

　遠くから近づいてくる足音と共に、焦った様子の声が響いた。ビルの警備員が事態に気づき、駆けつけてくれたようだ。

　瞬間、植野くんは素早く踵を返したかと思うと、駅に向かって走り出した。

「待ちなさい」

　警備員が後を追う。

　それを見て、勇士の腕が私から離れた。

「詩織はここで待ってろ！」

「いやだ！　行かないで！」

　私は咄嗟にそう叫び、今にも走り出そうとする勇士の腕にすがりついていた。

　ようやく出た声は自分のものとは思えないほどに震えてかすれていた。今にも吐きそうなほど気分が悪い。

　声を絞り出したことで緊張の糸が切れたのか、私はその場で膝から崩れ落ちた。床に倒れる寸前で、勇士が受け止めてくれる。

「ごめ、勇士見たら安心、して、足に力が」

「ああ。俺が来たからもう大丈夫だ。どこにも行かないから、安心していいよ」

　「挑発したら駄目って言われてたのに、我慢できなくてごめん」

「いいよ。俺も挑発しちゃったし。本当は殴ってやりたかったけど、あいつが有利になる状況は作りたくなくて我慢した」

　ごめん、と悔しそうに謝り、勇士は私を抱きしめていた手を緩め、まだ震えている私の頭を撫で、その手で頬を包み込んでくれた。

「こんなに詩織を怖がらせた相手だ。殴るだけじゃ足りないな」

　勇士の手の暖かさに、私は心から安堵した。




　勇士以外ではきっと、こんな風に安心することはできないだろう。私はもう自覚せずにはいられなかった。

「殴らなくていいよ。今すぐ勇士の家に帰りたい。はやく帰りたい」

「ああ、そうだな。早く帰ろう」

　勇士はその場に残っていた警備員と少し会話したあと、タクシーを呼んでくれた。植野くんのことはもう考えたくなかったから聞かなかったけど、おそらく彼を捕まえることはできなかったのだろう。

　勇士はタクシーの中でもずっと私の手を握ってくれていた。
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　家に帰ると、私はキッチンに立った。料理を作る気分ではなかったけど、勇士の美味しそうな顔が見たいから頑張ろうと腕まくりしたときだ。

「今日は俺が作る。詩織は床暖房を温める係な」

「そんな係ないよ」

　勇士はくすくす笑う私の身体をくるりと方向転換させ、背中を押してリビングへと追いやろうとする。。

「勇士って、そもそも料理できるの？」

「失礼なやつだな……よし。ほら、こっち来いよ」

　勇士は呆れたようにため息を付いたかと思うと、ダイニングテーブルの椅子を一脚持ち上げ、キッチンの脇に置いて私を手招いた。




「ほら。特等席で俺の料理の腕前を見せてやるから。詩織は座ってろ。で、惚れろ」

「なにそれ」

　自信満々なその様子に吹き出して、私はおとなしく彼の言うことに従った。

　勇士は冷蔵庫から、玉子、ベーコン、レタス、トマト、モッツァレラチーズを出してきた。

　そして慣れた手つきでトマトとモッツァレラチーズを切ると、交互に並べて盛り付けし出した。

　私がここに来たときは、まな板の場所も忘れてキッチン中をひっくり返す有様だったから、信じられない。包丁だって上手に使えている。

「料理できたの？」

「うん。でも一人で作って一人で食べるのってつまんなくてやめてただけ」

　こんなこともできるよ、ってフライパンに自分の身長の高さからオリーブオイルを垂らしだして笑ってしまった。料理人ぶって慣れてる感を出すのはやめてほしい。

　どうやらレタスの炒飯を作ってくれているらしい。座って眺めている私にフォークを渡してきて、モッツァレトマトを薦めてきた。

　残念ながら私も一人で食べるのはつまらない。勇士と一緒が良い。ので、作っているのを眺めていた。

　勇士も私が作っている様子をよく隣で邪魔にならないように見ていたけどこんな気持ちだったのかな。自分のために楽しそうに料理を作ってくれているのは、見ていて嬉しい。

「なんか寂しいな。詩織はいつも四品ぐらい作ってくれるし」

「全然。炒飯だけでもうれしいよ」

「ステーキでも焼くか」

「聞いてる？」

　冷蔵庫を開けてお肉を探し出したので、慌てて止めた。ボリュームたっぷりの炒飯だけでお腹いっぱいになるのは確実だ。

「良かった。元気出てきたな」

「う。あの、さっきは、ありがとう」

　コップを並べていたら、勇士は炒飯を並べながら「本当焦ったよ」と苦笑する。

「俺を殺人犯にさせたくないなら、大人しく守られてな」

「ふふ。すごい脅し文句」

「口説き文句な」

　正面に勇士が座ったので、二人で手を合わせ食事を始めた。

　ほかほかの炒飯は美味しいし、モッツァレトマトも美味しい。

　炒飯には合わないなって笑いながら食べる勇士も、ほっとさせてくれる。

　この空間が好き。この空間が一番心が優しくなれて安心できる。

　私の目の前には世界一安心させてくれる人がいるんだなあと改めて実感していた。

「なに？　じっと見て。穴開ける気？」

「いや、美味しいなあって。ありがとう。あ、写メ撮ればよかったっ」

「また作ってやるよ」

　上機嫌な勇士は、ほんのり耳を赤らめて食事を再開する。けれど一口食べてから、「あ」とちいさく声を漏らした。

「どうしたの」

「いや、俺の同期の佐柳さんがさ、お前に変な来客があったって連絡してくれてさ。だから今日は早めに切り上げて、会社の前まで迎えに行くつもりだったんだ」

「佐柳さんが」

「あいつ、自分にも他の奴にも厳しいけど、良いやつだよ。気配りできる。あとでお礼言っておかなきゃな」

　確かに。美人で気配り出来て、外国人相手に流暢な英語で対応していて、厳しいようで優しい。良い人なのは分かる。

　けど、今は私と二人で楽しい雰囲気だったのに。

　いや、感謝しなきゃいけないのは分かってるけど。

　嫌だな、私は反対にめちゃくちゃ性格が悪い。

「なんか面白い顔になってる　」

「……勇士はさ、あんな綺麗で性格もいい佐柳さんにお弁当作ってもらってたでしょ」

「うん。気が付くから、俺がろくなの食べてないこと心配してね」

「中学の時も、隣のクラスの美人なクラス委員と噂になってたし。高校の時は美人な先輩と。大学は違うから分からないけど」

「……ちょっと待って」

　勇士が嬉しそうに口を隠し、にやにやしているのが分かった。

「なに、その顔」

「いやあ、妬いていいのは、俺の気持ちにこたえてからじゃないかなあって」

「や、妬いてない。性格良くてかわいい子が周りにいるのに、どうしてって話」

「確かに、佐柳は自分に自信あるし魅せ方わかってるから綺麗だとは思うけど」

「ほらほら」

「でも俺は、詩織に振られてから、ずっといつ告白するか虎視眈々と狙ってて、他の子に興味はなかったし」

「ほら……え？　告白？」

　勇士が私に？

　口を大きく開けていたのだろう。私の中にトマトを放り込むと、しかめっ面された。

「昔、お前に告白したことがあったんだけど、覚えてる？　あのときは相手にされなかった」

「え、そんなの覚えてない……」

「ほら、中学三年の受験の時」

　それこそその時期は隣のクラス委員長と噂になってた時期じゃない。

『奥手そうだし。俺と付き合う？』

　確か、そう言われた。噂のクラス委員長がすぐに来そうな校門前で、上端っぽく言われた。

　すると玄関から、例の美少女が出てくるところだった。

　勇士はモテない私に冗談のつもりで言ったにすぎない。でも彼女の前で誤解を与えるのは勇士の印象がよくない。

『む、無理無理！　冗談でそんな言葉言ったらだめでしょ。受験生だし』

　焦った私はそう返事をしたと思う。そういうしかなかった。

　ないない、むりむり、あはははと挙動不審な私を見て、「ひどい、傷ついた」と口を尖らせた勇士は、それ以上はそんな冗談を言わなかった。

「うそ……。冗談だと思ってた……」

「冗談なもんか。ずっと、ずっと前からお前だけ見てたんだ。委員会だってお前が心配だから手伝ってたって言っただろ」

　困ったな、と髪をくしゃくしゃ掻き、拗ねたように言う。

「受験前に言った俺が悪かったな、高校に入ったら言おうって思ったけど、急に親の仲が戻ってそっちで精神削られて。で、大学受験前に結果出してからかなあと思ってたけど、詩織が一ミリも俺に恋愛感情抱いてなさそうだから、タイミングが分からなくて……情けなかったな俺」

「そんなことないよ。いつも私のことを優先に考えてくれた結果だったってことでしょう。ありがとう」

　恋に落ちるきっけかを見逃してすれ違ってきた。よく言えば鈍感。

　悪く言えば、人の気持ちもわからない最低人間だ。どれだけこの鈍感さで勇士を振り回したのか分からない。

「今も、独立後にって言って情けない。訂正させてくれ」

　食事中だった勇士は、手を止めて私をまっすぐ見つめてくる。

　綺麗な顔。すうっと伸びた鼻梁の鼻に、澄んだ綺麗な瞳をしていると思う。

　誰よりも優しくて、誰よりも人気者で、そして私のためにいつでも駆け付けてくれる。

「俺は詩織がずっと好きだった。俺と恋人になってよ」

　聞いているだけで、全身から火が出そうになる。熱くて変な汗を垂らし、情けないけどきっと茹でタコみたいになっている。

　でもさっき気づいたんだ。

「植野くんはただただ恐怖の対象だったけど、勇士はいつも私の精神安定剤で、居なくちゃいけない大切な人だって気づいたんだ」

　勇士の目が細められる。喜びからだったんだろうけど、見透かされそうなほど細められた目は、私の心に突き刺さった。

「だから、植野くんの件が解決するまで、待ってて。私、今度こそちゃんと植野くんと決別したい。守ってばかりじゃなくて、……こんな風に一緒にご飯食べて、楽しい時間にしたい」

「ああ。もちろん。協力するよ」










四、貴方から掴んでくれたから、私も気づけたよ。











　それから次の日。

　前の職場の社長と植野くん、私と勇士で話し合うことになった。

　勇士は私の弁護士として同席してくれた。社長はどうやら、植野くんの叔父にあたるらしい。

　終業後、むこうの会社で今後一切の接触を断るために接近禁止命令について、それが無理ならば今までのことを警察に被害届をだす旨を伝える予定だった。

　勇士も今日は朝からずっと引き継ぎの仕事の確認に、他の弁護士や副社長と仕事をしている。

　なので勇気を出して佐柳さんをお昼に誘ったら、彼女が上のフロアの休憩スペースに来てくれた。

「貴方と食事してたら私までやっかまれるでしょ。簡便してくれる？」

「すみません。あと、昨日は色々とありがとうございました」

「貴方みたいに要領が悪い人は、連絡漏れがあるものでしょ。不安な時はとくにね」

　昨日の私の言動を気にかけて勇士に連絡してくれたってことだ。

　なんて回りくどい優しさなんだろう。

「どうしたら佐柳さんみたいに完璧になれるんだろう。尊敬してしまう」

　今日はスムージーのみらしい。彼女のスタイルの良さから努力をしているのが伺える。

「貴方は貴方でいいんじゃない？　そんな素直に賛辞を言える計算高くないところとか、地味女子好きにはたまらないんじゃないかしら」

「またすぐ地味女子とかいう」

　ふふっと私が笑うと、少し驚かれた。

「ふうん。おどおどしていた最初と違うじゃない。さては、ふうん」

　私と勇士が一応両想いになったことに気づいたらしい。にやりと笑うその顔は、いいネタを手に入れたと悪い顔になっていた。

「お、佐柳さんがいる。昨日はありがとな」

　タイミングが悪いのかいいのか、勇士も珈琲を買ってそのまま私の隣に、聞きもせずに座った。手には私が作ったお弁当だ。勇士も休憩時間だったらしい。

「いいの。でも駅前に新しくできたケーキ屋の、チーズケーキが美味しいらしいね」

「分かった。受付に差し入れしとくよ」

「ケーキだけじゃなく一階のカフェのカフェオレも好きなんだけどね」

「任せろ」

　二人の会話のテンポの良さに感心していたけど、急に佐柳さんの視線が勇士の手元におりていく。

　勇士も気づいたのか不思議な顔をしながらお弁当を開ける。すると口元に手を当てて、声を上げて笑い出した。

「ふふ。お弁当、中身が全く一緒じゃない。盛り付けまで。あはは。貴方たち、噂になりたいの。なりたくないの」

　ここまで声を上げて笑う佐柳さんを初めて見た。いつも見透かすような微笑みを浮かべるだけなのに。

　隣同士で座っていた私たちは互いの弁当箱を見る。勇士は二段弁当、私は一段弁当。だけど中身の卵焼きもハンバーグもブロッコリーとツナのサラダ、ミートボールの位置は全て同じだ。一緒に詰めていたから当然なのは当然なんだけど、指摘されたら恥ずかしい。

「牽制なの？　馬鹿なの？　こんなの私じゃなくても笑っちゃう」

「いいだろー。写メ撮る？」

「とらなーい。もう隠さないのね」

　おめでとうって言いながら、勇士のお弁当箱から卵焼きを奪った。サラダやスムージーを呑む姿しか知らなかったので、つまみ食いする彼女の姿に目を奪われた。

「甘すぎ。これが恋の味なのね」

「美味しいだろ。いいぞ、恋愛は。打算も駆け引きもない。ただ素直な気持ちを伝えるだけって、すげえ心が安らぐんだ」

　ひえ。隣で惚気ないで。佐柳さんも『へっ』なんて小ばかにして笑ってるじゃない。

「考えとく。高収入で仕事より私を優先して、おまけに美味しいお弁当作れる美丈夫で頭の回転が速い男性がいたら、だけど」

　佐柳さんの理想の男性像に、今度は勇士が声を上げて笑っていた。
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「社長と会うのって就職するときの最終面接ぶりかも」

「詩織の会社も結構大きかったもんな」

　定時に仕事を終えて、二人で下のフロアに向かいながらこれからの話し合いに少しだけ緊張していた。

　植野くんを甥っ子ってだけで特別扱いしていたおかげで、表計算ソフトの使い方もろくに分かっていない彼が経理部に入ってきたことだけは困った。

　でも彼は最初こそ頑張って仕事を覚えようとしてくれていたのにな。

「少々お待ちください」

　佐柳さんの穏やかな声が少しだけ荒いで聞こえてきた。

　受付の前で押し問答しているある人物の姿に、流石の私も呆れかえったのだった。

　植野くんがそこにいる。

　社長に連絡したときは、そのまま社長の家に保護してもらっていたはずなんだけど、どうしてここにいるの。

「お前、頼りにならない社長がいる会社を辞めて正解だったな」

「うん」

「ストーカーってのは追い詰められてるやつも多いから、刃物を持ってる場合もある。絶対に安全になるまでは出てくるなよ」

　佐柳さんが「もう帰りました」「上の者を呼びますので少々お待ちください」と植野くんの対応をしながら警備員を呼んでいるのを確認した。

　そして私は階段の途中で様子を窺いつつ、勇士が二人の間に入っていく。

　勇士の顔を見て殴りかかった植野くんだったけど、意図も簡単に腕を捩じられ、そのまま壁に押し付けられた。

「何もしてないのに、こいつが暴力をふるってきまーすっ」

　大声で怒鳴る植野くんに、勇士は涼しい顔をしつつコートの中を探った。

「ほらあった。ナイフ。それとこれはなんだ。催涙スプレー？　何をしようとしてたんだか」

　凶器所持だと分かると、勇士の行動が正当防衛になるらしい。壁に押さえつけていた植野くんを警備員に渡していく。

「あの、植野くん」

　警備員二人に押さえつけられても暴れている植野くんに、階段から下りて近づく。

　これ以上は駄目だと、勇士が私の前に立ったので、植野くんの顔が見える位置にずれてから彼を睨みつけた。

「私は、――私は本当に貴方に仕事を早く覚えてほしくて、一生懸命に指導しただけなの」

「詩織……うそだろ」

　血走った眼に、足がすくんだが、私は頷く。

「本当です。私は貴方に仕事の指導係だったたけで、恋愛感情は全くありませんでした。でも残業時にお弁当や差し入れを渡して、勘違いさせてしまったのならすみません」

　冷静に。そして情けをかけないように。

　彼の目を見ながら謝った。

「私は、好きな人がいます。また貴方みたいに新しい仕事場で、覚えなければいけない仕事も沢山あるから仕事も頑張りたいんです。どうか、もう二度と会いに来ないでください」

　深々と頭を下げる。

　本当の気持ちは伝えた。彼の気持ちはもう気にしない。でもどうか、本当にどうか、もう二度と関わらないでほしい。今はもう恐怖の対象でしかないのだから。




　私の言葉に、暴れていた植野くんは憑き物が落ちたように項垂れて大人しくなった。

　分かってくれ、た？

「別に。もういいです。どうでもいいです」

「植野くん……」

　下にパトカーが到着したらしい。警備員二人に引きずられながら、植野くんは私を一度だけちらりと見た。

「ほかの男に抱かれた女なんて、無理だからもういいです。女慣れしてなさそうだから好きになってやったのに」

「こ……」

　この野郎。

　ついそんな言葉が口からこぼれそうになって焦った。

　いや、でもこの野郎。本当に、この野郎だ。今まで使ったこともない暴言が口から溢れてきそうなほど、呆然としてしまった。

　後ろで佐柳さんが小さく噴き出したのち、咳払いで誤魔化したのが分かった。

　ここまで誰かに腸が煮えくりかえる思いをしたことがなかったので、わなわな震えていた。

　すると勇士が、私の肩を叩いた。

「これって、最初から俺が恋人のふりして現れてやったらさっさと諦めてくれてたな」

「う」

「遠回りしたなあ」

　にやにや笑いつつ勇士は、向こうの社長に連絡して話し合いのキャンセルと植野くんの取り調べが始まる警察署のことを伝えていた。

　い、今までの恐怖を返してほしい。

　そんな言葉も出てこないほど脱力してしまった。

「後日簡単な現場説明があるとは思うけど、今日は大丈夫ってさ」

「……うん」

「お疲れ、ようやく解放されたな」

　ぽんぽんと頭を撫でてくれて、拍子抜けしていたけどこれでようやくすべてが終わったのだと悟った。

　ようやく。

　隣で微笑んで勇士が立ってくれている。

　私はこれできちんと勇士に気持ちを伝えられるんだ。
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　家に帰る電車の中で、上弦の月が綺麗に光っていたのが目に焼き付いている。

　改札口から出て、白い息を吐きながら勇士が私に話しかけるのが溜まらなく愛おしくて、胸が締め付けられた。

　鈍感で遠回りしたけど、一度落ちたら簡単だった。

　簡単に転がって、急落下。でも絶対に勇士が手を掴んでくれるってわかったから安心できたんだ。

　マンションに到着して、勇士がオートロックを解除する。ボタンを押す指先がかじかんでいるのが見えた。

　なので夜の風で冷たくなっていた指先で、今度は私から勇士に触れた。

「あの、あのね」

　お互いの冷たかった指先がだんだんと温かくなる。絡めた指ごとコートのポケットに突っ込んで、勇士は極上の微笑みを浮かべていた。

「ん。なに？」

「あの、私、今まで完璧な勇士の隣にいるの、ふさわしくないかなって思ってたんだけど、でも」

　うう。恥ずかしい。この年になって私はどうして恋愛経験が全くないんだろう。

　でも勇士は私に何度も伝えてくれた。時には冗談交じりに、時には私のことを思って沈黙し、そしてきちんと真っすぐ私の目をみて本音を告げてくれたんだ。

「それでも、いっぱい気持ちをくれる勇士が、好きだって気づいたの。きっと気づく前から、勇士に幼馴染みとして甘えてからもずっと、好きだった、です」

　頬が一気に熱くなる。体中の熱という熱が、顔に集まってくる間隔。

「俺も」

　繋いでいない方の手で引き寄せられ抱きしめられた。

「俺もすげえ好きだよ」

　白い息で月が隠れた。

　勇士の影が私をすっぽり包み隠して、まるで月に隠れるようなそんなこっそり口づけを合わせた。

　ファーストキスは心の準備もできていなかったから驚いたけど、二度目はロマンチックで蕩けてしまいそうだった。

　エレベーターが下りてくるまで、手を繋いでいた。指先で私の指をなぞる感触に、身体が甘く痺れていく。

　隣にいるのは、優しかった幼馴染みではない。

　私のことが好きで、ずっと大切にしてくれていた男の人だ。

　エレベーターが下りてきて、カードキーを翳す。ドアが閉まった瞬間、抱きしめられたまま壁に押し付けられた。

「んっ……ぅっん」

　激しいキスに、歯と歯の間を舌が侵入してくると、口蓋を舐められ背中が大きくしなった。

　最初にしたキス同様に、甘く激しく噛みつかれてしまいそうな荒々しさ。舌の動きに翻弄されていると、勇士の太腿が私の足を割り、侵入してくる。足に当たった勇士の下半身が反応しているのが分かって心臓が高鳴る。

「やべ。キスだけでイきそう」

　恥ずかしそうに笑った後、キスで濡れた私の唇を、まるで御伽噺の中の儀式のように優しく舐めてきた。

　私の薄いルージュの色が、勇士の唇に移っているのが艶めかしくて恥ずかしくなる。

　夢中になっていてズレてしまった眼鏡を直しつつも、視線は逸らせない。

「俺、家に帰ったら理性きれるけど、抱いていい？」

　耳元で甘く囁かれ、じわっと涙が浮かんだ。

「ゆ、勇士」

「怖いなら、無理強いは」

　違うと首を振った後、すごく恥ずかしいけど告げなければと、覚悟を決めた。

「ないです、経験」

　言いながら、恥ずかしくて消えてしまいそうになる。

「経験が全くない、です」

　キスだけで腰が抜けそうになっていたから、コートを掴んで泣きそうになりながら声を振り絞った。

「はあ、なにそれ」

　勇士のうんざり気なため息に血の気が引く。やっぱこの年で恋愛経験がない女は面倒くさいんだ。

「可愛すぎだろ」

「か、可愛い？」

　顔を上げたら、勇士が目じりに口づけを落としてきた。

「大丈夫。俺に任せてればいいから」

　ふにっと頬を摘ままれた。恥ずかしいけど降参だ。

　もっと勇士が知りたい。勇士のすべてが見てみたかった。観念して頷くと、エレベータを下りるや否や抱きかかえられた。
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　ベットまで運ばれ、靴を床に放り投げられるとコートを脱がされた。勇士もコートとジャケットをベットの下に落としていく。

　乱雑に落ちていく服が、整理整頓され塵一つ落ちていない寝室とは対象的だった。

　大きな手がブラウスの中に入ると、胸までめくりあげられた。まだ暖房が効いていない冷たい温度に肌が晒されて、おかしくなりそうだった。

「眼鏡、割りそうだから外してもいい？」

　恥ずかしくて眼鏡をベットサイドに置くと、覆いかぶさってきた勇士がお腹に顔をうずめていく。

「ひゃっ」

　温かい舌がひんやりした空気と対照的に私の体をなぞっていく。

　そのままスカートも脱がされ、ストッキングを太腿まで下げられると、太腿を優しく指先で触れ、下着の上から形をなぞられて、咄嗟に両手で腕を掴んでしまった。

「ゆ、勇士っ」

「恥ずかしい？」

　頷くと、ベットサイドの灯りを消してくれて、カーテンから漏れる淡い光だけになった。指先で下着越しに何度も愛撫されていくうちに、じわりと蜜が溢れて下着が湿って行くのを感じた。

　誰にも見せたことはおろか、触らせたこともない秘部に、勇士の長い指が触れてくる。優しい愛撫が、だんだんと焦らされているようでもどかしく足をもじもじと動かしてしまう。

「詩織、大丈夫？」

　恥ずかしいけど、ちゃんと私の様子を気遣いながら触れてくるので、嫌じゃなかった。

　頷くと、彼の指がブラの中に入ってきて、指先で簡単にブラを競り上げる。冷たい空気に、先端が尖ると指先で転がされた。

「やっ、あっ、んっ」

　甘く痺れる感触が、声になって漏れていく。

　舌先で舐められ転がされ、下着越しに指で濡らされ、同時に攻められて、シーツを巻き込みながら足を暴れさせてしまった。

　下半身に甘い疼きが生まれるたびに、濡れていくのが自分でもわかる。

　それに勇士が触れてるってだけで、身体が火照ってくるのが止まらなかった。

「反応が全部可愛いすぎだ」

　下着越しの愛撫が止んだと思うと、脱がされ指が直接触れてきた。愛撫ですっかり濡れていたせいで、水音がくちゅくちゅと響く。

　なぞっていた指が奥へ侵入してくると、腰が何度も浮いて、のけ反ってしまった。

　指が挿入されただけなのに、全身から汗が出てくる。冷たかった部屋も暖房のせいなのか、二人の体温なのか熱く感じ出した。

　指の動きに翻弄されて、両手で勇士の手を掴んでしまう。そうすると、両手で胸を押し出す形になり、甘噛みされると力が抜けていく。

　胸は舌で愛撫されて、尖って主張し、中で指が動く度に彼の手とシーツの上に蜜が滴った。

　感じすぎる愛撫は、拷問にも近い。

　すると彼の指が中で曲げられ、中で擦られた瞬間、足が大きく痙攣した。勇士はそこばかり擦りだし、指を二本に増やすと中で大きく広げた。

「やっ、そこ、やめっ」

「なんで、痛い？」

　額に浮かんでいた汗が、頬を流れていく。そんな勇士に色気を感じて体の奥がまた疼く。

　けど、指の動きはいや。そこは怖い。

「わかんない。なんか、痛くないけど、そこ変な声が出ちゃう、から」

　擦られるたびに甘い疼きと、濡れて溢れていくのが分かる。

「ここが詩織の気持ちがいい場所みたい。もう少し擦るとイけるんじゃないかな」

「へ、あの、ひゃああっ」

　指の動きが早くなった。水音とともにシーツへ落ちていく愛液と真っ白になっていく感覚。自分の体ではないように感じて、必死で勇士の背中にしがみついた。

「ああっ」

　中が大きく痙攣すると、腰が何度も何度もベットの上で浮き上がった。分からない感覚に、まだ奥が痙攣し、勇士の指を締め付けている。

「イったな」

　こくこくと頷くと、愛し気に微笑む勇士が私の汗ばんだ額を撫でてくれた。

　頭が真っ白になって何も考えられないぐらい気持ちが持っていかれてしまった。これが初めての快楽なんだ。想像以上に身体が反応してしまった。

「も、足の感覚が、ないっ」

　足に力が入らずずるずるとシーツを蹴りながら足をのけぞらせる。

　すると、覆いかぶさっていた勇士が小さく笑って上半身を起こす。

　指が抜けると、中が何度も痙攣して彼の指の形を探した。

　私を見下ろしながら、スーツのネクタイを外し、シャツを脱ぐ。ただそれだけの動きに、色気が感じられて、下半身が甘く疼いた。

「怖くないか？」

　唇に口づけを落としながら聞いてくれるので、なんとか頷いた。

　怖い、怖くないのまえに、こんなに快楽で自分の体が濡れたり、感じて声が漏れてしまうとは知らなかった。自分の知らなかった部分が暴かれる恐怖はあるけど、勇士が触れてくれる度に火傷するような、ぴりっとした甘い刺激があるのが、嬉しい。

　夢中で気づかなかったけど、腕時計を外していなかった勇士がゆっくりと時計を外している。焦らされているようで、いたたまれない。

　けれどそれほど勇士が余裕がないほど私を求めてくれていたことは素直に嬉しかった。

　薄い光がカーテンから漏れているだけなのに、腕時計を外しながら見下ろす勇士には、全身が見られてそうで身体が火照ってしまう。

「勇士、もう、奥が切ない」

　腕時計を外し終えた勇士の首に抱き着くと、首筋にキスの雨が降りながら勇士の体重でベットに沈んでいく。

「怖くなったら教えろよ。止めるから」

　口でゴムのパッケージを切って、吐き出す。

　そこで高ぶった勇士の熱棒が見えた。幼馴染みとして意識していなかったときには分からなかった。爽やかな彼からは想像できないほど、高ぶって主張しているあれが、私と今から繋がるんだ。

　ゴムを装着させている間、恐怖よりもはやく繋がってみたいという期待から体がさらに熱を放っていた。

　それは彼もいっしょだったようで、装着を終えて、額に汗を浮かばせながら私に口づけすると、覆いかぶさってきた。

　指でもう一度中の潤いを確認してから、足を大きく開く。

　すると唾液を含ませた彼の舌が、襞を広げるように中に侵入してきた。

「まっ、ぁっああっ」

　舌で下から上へ舐められ、尖って主張する部分を甘噛みされて、必死で勇士の髪を掴むのに辞めてくれない。太腿を掴んでいた手がさらに左右に開くと、勇士の舌でもっと濡れていくのが分かった。もう止まらなかった。

「ゆ、うじぃ」

　今まで知らなかった快楽を一度に全部教えられた気分。

　このままでは死んでしまいそうなほど、知らなかった快楽で体が疼いて支配されていく。

　怖かった。怖いからはやく、勇士を受け入れて勇士の体温に包まれたい。

「も、待てないっ」

　舌の愛撫は気持ちがいいのに、焦らされている気がして、安心できなかったの。

　蕩けた私の顔を見て、「ごめん。痛かったらいやだからさ」と苦笑していた。

　そして額に口づけし、胸をやわやわと掴み、ゆっくりと宛がった。期待してひくついていた中は、宛がわれた熱に愛液で濡らしていく。

　ゆっくりと飲み込むと、やはり想像以上の大きさにきつく締めつけてしまうらしい。

「詩織」

　苦しそうに名前を呼ばれた。

「やべえ。愛しい。好きだよ、詩織」

　気遣うように甘く呼ばれ、もどかしくて勇士の唇に自分からキスをした。

　彼の体重で中へ挿入されていく。熱い楔のようで怖かったけど、内襞を熱が刺激するときゅんきゅんと締め付けてしまった。

　片目をつぶって苦しそうな息を吐きながら、勇士が入ってくるのを感じる。

　汗でしっとり濡れた勇士の背中にしがみつき、入ってくる熱と質量を感じていた。

「ゆっくり動くから、大丈夫」

　頬の髪を指先で払ってくれた勇士が、耳を優しく噛む。少しだけ引き抜かれた熱棒が、勇士が腰を穿つたびに奥を突く。内襞を擦られ、全身が甘く痺れて身体は自分のものではないぐらい波打った。

　そして先ほど、思考を奪われるほど快楽が襲った場所を再び擦られると、勇士にしがみついていた手に力がこもった。

「あっひゃっ――んっつっ」

　自分の声じゃないみたい。自分で自分がもう制御できない。

　声を我慢しようと両手で抑えようとして、両手首を掴まれるとシーツへ押し付けられた。

　身動きがとれず、勇士の動きに翻弄され、揺さぶられる。

　怖かったはずなのに、勇士が動く度に、知らなかった快楽が私の思考を奪って熱を植え付けていく。

　声にならない喘ぎが漏れるたびに、首を舐められたり耳の中を舌がなぞって快楽を逃そうとしてくれる。

　勇士が気持ちよさそうに目を細めると、私だけが感じているわけじゃないんだと嬉しくなった。

　私たちは遠回りしていた。私は遠回りして、大人の恋愛なんて経験できていない。

　だから今、こんなに勇士に感情が沸き上がって戸惑っているし、甘くて切なくて、苦しくて、そしてとても幸せだった。

　勇士が動く度にベットが軋んで、その音が段々と早くなっていく。熱で擦られて、私も湧き上がる快楽を背中にしがみついて受け止めるのがやっとだった。

「勇士、勇士っ」

　夢中で名前を呼ぶことしかできなかった。苦し気に勇士が息を吐いたのち、荒々しいキスで唇を塞がれた。

「んっんんっ」

　息が上手くできなくて、全身に勇士の体温が移って火傷しそうなほど熱い。

　情熱的なキスに翻弄されていくと、穿つスピードが速くなった。

「――っく」

　――好きだよ、詩織。

　吐息交じりに囁かれる。

　甘い言葉と共に今までで一番奥を穿たれ、腰が浮いた。

　腰を掴まれ、一緒に動く。上って行く絶頂に、奥を締め付ける。勇士の形を覚えようとしているかのごとくきつく締め付けると、勇士も苦し気に甘い息を吐きだした。

「詩織、もう」

　早くなる律動に、気持ちよくなる場所を強く激しく擦られ、私も必死で頷く。

　せり上がってくる甘い快楽に、もう理性は吹っ飛んでしまった。

「あ、ひゃ、ああっ、んっ」

　はしたないぐらいの声が口から溢れた。

　中を何度が締め付けてびくびくと痙攣すると、ゴムをしているのに中に熱い精が放たれたのを感じた。放たれた熱を中で感じながら愛しい恋人を見上げた。

　涙で滲んだ先で、微笑んでいるのがわかる。

「詩織、まだ、もう少しだけ。繋がっていたい」

「うん。――うん」

　首筋に顔をうずめて息を整えている。勇士の一つ一つの行動に胸が張り裂けそうにときめきながら、お互い抱きしめ合っていた。

「優しくしてくれて、ありがとう」

「ごめん、途中、夢中だった。痛いとことか、ないか？」

　初めてだった私を心配して顔を覗き込んできたので、安心させようと色々考えたけど素直に伝えた。

　まるでジェットコースターみたいって笑うと、勇士も笑っていた。

　でも労わってくれて常に気遣ってくれたし、改めて勇士から愛情が感じられて、愛おしい時間だった。いつもの優しい勇士の、男の人の部分がたくさん見られて、幸せしか感じられなかった。

　ずるりとゆっくり引き抜かれると、再び甘い声が漏れてしまった。今まで繋がっていた部分が、勇士を求めて何度かひくつく。

　もう勇士と繋がる幸せと快楽を知ってしまったんだ。

「勇士」

「なに？」

「朝までずっと抱きしめて」

　なんて甘えると、勇士は嬉しそうだった。

「もちろん」

　私を抱きしめる手に力がこもる。ベットに勇士の重さで沈んでいく心地よさにうっとりと目を閉じた。

　そんな私の瞼に口づけると、頬にも首筋にもキスしてきて、再び体が熱くなってくる。

「全身でもっと甘えていいよ、甘えて」

　しっとり濡れたお互いの肌が心地が良い。そして甘くて優しい勇士の言葉も、触れてくる熱い指先も、覆いかぶさってくる大きな体も。

　まだ熱が冷めてくれない。いいや、一生覚めなくてもいいなって思った。

「ずっと離さないから」

　うん。ずっと離さないで。もっとくっついていたい。勇士の体温は大好きだ。

　そのあと、生れて始めてしてもらった腕枕は硬くて、全然眠れなくてクスクス笑ってしまった。それでも朝まで幸せに包まれたのだった。










エピローグ











　べたべたになった身体のまま抱き合って眠った。まだ体の奥は、穿った甘い痛みが残っている。

　カーテンから差し込む日差しに目をしばたたかせながら、眼鏡を探す。眼鏡をかけて隣を見た。

　幼馴染みが隣で何も身に纏っていないまま眠っている。

　安心しきった様子で眠る勇士を見て、改めてその整った顔立ちに見とれてしまっていた。

　……こんな人と両想いに慣れて、そしてエッチしちゃったんだ。

　昨日の激しくて甘い一夜に、暴れ出してしまいたい。でもどんな言葉を並べても伝えきれないぐらい、私は幸せだったんだ。

　引き締まった上半身と無防備に目を閉じる安心しきった表情のアンバランス。

　それほどまでに、無防備な勇士は私の心を騒がせた。すると私の視線に気づいたのか、すぐに何度か瞼を痙攣させたのちに目を開けた。

「んんー。おはよう」

「おはよう。携帯どこ？　今何時かな」

「お腹減った。ちょっと待ってな」

　放り投げた腕時計を拾って時間を確認するとまだ六時を過ぎた時間。シャワーを浴びて朝食を食べてゆっくりくつろぐぐらいの時間はあった。

　あのまま眠ってしまっていたらしい。隣の勇士もどこか色気を漂わせて気だるげだった。

「身体、大丈夫？」

「うん。大丈夫。勇士が優しくしてくれたから」

　イケメンは髭が生えないと主張していた勇士の顎を触ろうと手を伸ばすと、腕を掴まれそのまま恋人つなぎで指が捕まってしまった。

「髭が生えてないか触ってあげようとしたのに」

「残念だったな。こっちの方が大事なんだよ」

　不敵な笑みを浮かべ、私の薬指を両手で丹念に調べ出した。

「何してるの？」

「薬指のサイスを確認してる」

「ふう、ん？」

　薬指のサイズ？

「詩織って自分で指のサイズ計ったことないだろ」

「ない。装飾品は付けたことなかったし」

「じゃあ土日に計りに行こう。ここに指輪を贈らせてよ」

　薬指を顔まで近づけると音を立てて口づけた。

　薬指に指輪って、それって。

「それってあの」

「うん。プロポーズ。家族になって、詩織」

　手に頬擦りしながら、勇士は自分の最大の武器であるさわやかな笑顔で、簡単に言ってきた。

「昨日恋人になったのに、早いと」

「早くないよ。俺は中学の時から待ってたんだ。この先もどうせ離れないんだから、覚悟を決めてくれ」

「でも勇士、仕事忙しいでしょ」

「超特急で片づけてる。クリスマス前には落ち着けるようにな」

　とっくに勇士は決めていたらしい。

　勇士が言いだして実行できなかったことがないのは、私が昨日身をもって知ってしまっている。

　私も勇士も遠回りしてきた。それだったらどうせ気持ちも変わらないのだから、さっさと家族になって、一緒に食事をとって一緒に眠って。そんな生活が当たり前になるなら、結婚もいいなって思う。

　私もこの先、勇士以外の誰かを好きになるなんて絶対にないって思う。

　それほど幸せなんだもの。

「一秒でも早く、家族になりたいんだ」

　薬指を触られながら甘く囁かれ、私の気持ちも決まっていた。

「指輪、……ほしいです」

　おずおずと言うと、また勇士が蕩けそうなほど目を細めて微笑む。

「決まり。買いに行こう。で、正月に帰省するときに親に言えばいい。誰も反対なんてしないからな」

　嬉しそうに人の髪を弄りだす勇士。

　私が甘えると、本当に喜んでくれる。甘えてばかりじゃだめだけど、恋人になったのだから甘えたい部分ももっと言葉にしていこと思う。すれ違うよりはいいのだから。

　そこまで喜んでくれるなら、私だってもう卑屈にならない。勇士が幸せな家族に憧れるなら、私が理想の家族になってあげたい。いや、家族になりたい。

　もう全身劣等感でおどおどしていた私も、脱ぎ捨てて頑張らねば。

「そうと決まったら、シャワー浴びてご飯作るね」

「あ、まだ動かない方が」

　起き上がろうとして、腰に力が入らずベットに再び沈んだ。

「無理はさせてないけど、朝は俺が作らせて。おにぎりと卵焼きとウインナーなら焼けるからさ」

「勇士」

「お湯溜めておくから、中でぬくもっておいで」

　何から何まで完璧な人だ。私をお風呂場まで運んでお湯を入れながら、嬉しそうに世話をしてくれている。

「あのさ、詩織」

「んん？」

「昨日の襲撃事件でもし会社に居づらくなったら、すぐに辞めて俺の個人事務所で経理手伝ってよ」

「勇士の個人事務所？」

「そ。詩織と働けたら、一日中一緒に居られるし」

　私のことを心配してくれているんだろうけど、私は勇士が紹介してくれたあの会社をすぐ辞めるような不義理はしたくない。

「もう少し頑張って、仕事に自信がもてたらお願いするかもしれない。今はあそこでもう少し頑張るよ」

「でも何も悪いことをしてないのに噂の的になったら辛くないか」

　会社の前で騒ぎが起こってしまった以上、迷惑をかけたことには変わりない。副社長と佐柳さんにはしっかり謝罪はする。でも、あの場面を見て勝手な噂を流す人がいても、負けるつもりはない。

「大丈夫。悪いことしてないんだから堂々としてみせる。佐柳さんみたいにはいかないかもだけど、私は私のやり方を見つけてみるよ。迷惑をかけてしまった部分は信用してもらえるように頑張るし」

　それに勇士に愛されているってだけでも力になっている気がする。もっと自信をもって胸張って仕事したい気分になるんだ。

「そお。いいじゃん。前向きな詩織もいいな」

　全力で応援してやるよ、って髪をくしゃくしゃに描きまぜられた。

「まあ寿退社もありだしな」

「ふふ」

　お風呂のお湯が溜まったのを確認してから勇士は、朝食づくりに向かった。

　お風呂から上がれば、二人で美味しい朝食が待っている。

　今日の夜は私が作る。幸せだよって伝えたいから勇士の好きなもの全部、テーブルに並べてみたいな。

　薬指を自分でなぞって、こそばゆい気持ちに背中がむずむずする。

　けれど、これからは毎日が昨日よりも幸せなだと感じる、そんな生活が始まるんだなと感じたのだった。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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